
－ 1 － 

 

 

 

 

 

 

 

市町における令和３年度の取組状況及び 

令和４年度の取組予定について 
 

  

参考資料１ 

参考資料３ 
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【広島市】〔資料１の再掲〕 

行動目標 取組内容 令和３年度の取組状況 令和４年度の取組予定 

知 る 

○ 各種広報媒体により災害に関

する一般知識や備え等を広報す

る。 

 

○ 広島市 HP、市政出前講

座、講演会・研修会等によ

り、災害に関する一般知識

や平素からの備えについて

周知した。 

○ 各種広報媒体により災害

に関する一般知識や備え等

を広報する。〔継続〕 

察知する 

○ 避難情報の入手方法の周知 

 

○ 広島市防災情報メールの登録

促進 

 

○ 緊急速報メールの活用の周知 

 

○ 防災受信機の利用促進  

 

○ 防災ライブカメラの設置補助 

 

○ 避難誘導アプリの周知 

 

○ 広島市 HP、SNS、市政出

前講座、講演会・研修会、

小学校への案内、デジタル

サイネージ及びポスター掲

示等により周知し、災害の

危険性を察知する手段を確

保するための支援を行っ

た。 

 

 

○ 避難誘導アプリのダウン

ロード促進 

 

○ 広島市防災情報メールの

登録促進 

 

○ その他の避難情報の入手

方法の周知 

（広島市防災ポータル、広

島市公式 LINE、広島市公式

SNS、テレビ、気象庁 HPな

ど） 

 

○ 緊急速報メールの活用の

周知 

 

○ 防災ライブカメラの設置

補助 

行動する 

○ 自主防災組織による防災訓練

に対する補助 

 

 

 

 

○ 地域独自の防災マップ「わが

まち防災マップ」の作成支援 

 

 

 

○ 避難誘導アプリの周知 

 

○ 防災訓練の実施に係る補

助金を交付する制度によ

り、自主防災組織が効果的

な訓練を実施できるよう支

援した。 

 

○ 地域の危険性を自ら確認

し、災害に備えることので

きる「わがまち防災マップ」

の作成を支援した。 

 

○ 避難誘導アプリのダウン

ロード促進のために以下の

普及啓発を実施した。 

・普及啓発動画を本市の公式

YouTube、Twitter、Facebook

での配信するとともに、マ

ツダスタジアムや本通り交

差点の大型モニターなどで

も放映した。 

・公共施設やサービスエリア、

市内の大学にチラシ・ポス

ターの配布、市立小学校、

中学校、高校の児童・生徒

へチラシを配布した。 

・イベントや研修会等で使い

方と機能を紹介した。 

○ 自主防災組織による防災

訓練に対する補助〔継続〕 

 

 

 

 

○ 地域独自の防災マップ

「わがまち防災マップ」の

作成支援〔継続〕 

 

 

○ 避難誘導アプリのダウン

ロード促進 
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行動目標 取組内容 令和３年度の取組状況 令和４年度の取組予定 

学    ぶ 

○ 自主防災組織による防災講演

会や研修会等の開催に対する支

援 

 

○ 講演会・研修会・市政出前講

座の開催 

 

○ 災害を追体験できる取組の推

進 

 

○ こどもを対象とした防災体験

学習の実施 

 

○ 普及啓発冊子「たちまち防災」

を活用し、地域防災リーダーが

研修を実施する。 

○ 防災まちづくり事業によ

り、防災講演会や研修会を

開催するとともに、体験学

習に対する支援を実施（講

師謝礼金、設備の借り上げ

費用等）した。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「たちまち防災」※を活

用した研修を地域防災リー

ダーが実施した。※たちま

ち防災配布数～18,000 

○ 自主防災組織による防災

講演会や研修会等の開催に

対する支援〔継続〕 

 

○ 講演会・研修会・市政出

前講座の開催〔継続〕 

 

○ 災害を追体験できる取組

の推進〔継続〕 

 

○ こどもを対象とした防災

体験学習の実施〔継続〕 

 

○ 普及啓発冊子「たちまち

防災」を活用し、地域防災

リーダーが研修を実施す

る。〔継続〕 

備 え る 

○ 防災リーダーの養成事業の実

施 

 

○ 企業や各種団体が開催する防

災イベントと連携し、日頃から

の備えを啓発 

 

○ 令和 3年度第 1回防災士

養成講座を 12/4，12/5 に実

施し、185名の地域防災リ

ーダー（防災士）を養成し

た 

※第２回目については、新型

コロナウイルス感染症の影

響により、来年度に延期し

た。 

 

○ ショッピングモール等が

開催する防災イベントと連

携し、避難誘導アプリのダ

ウンロードや非常持ち出し

品等の日頃からの備えを啓

発した。 

○ 防災リーダーの養成事業

の実施〔継続〕 

 

○ 企業や各種団体が開催す

る防災イベントと連携し、

日頃からの備えを啓発〔継

続〕 
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【呉市】 

行動目標 取組内容 令和３年度の取組状況 令和４年度の取組予定 

知 る 

○ ＷＥＢ版ハザードマップの構 

築し,ホームページで展開 

○ 洪水ハザードマップ（野呂川， 

二河川）の作成，配布及びホー 

ムページへの掲載 

○ 高潮ハザードマップ（呉市全

域）の作成，配布及びホームペ

ージへの掲載 

○ ＷＥＢ版ハザードマップ

は今年度中に構築され，年

度末から次年度初めにかけ

ホームページで公開予定 

○ 洪水ハザードマップ（野

呂川，二河川）・高潮ハザー

ドマップ（呉市全域）は今

年度中に完成予定，次年度

初めに対象地区へ配布予定 

○ 令和３年度に作成した洪

水ハザードマップ（野呂川，

二河川）・高潮ハザードマッ

プ（呉市全域）を対象地区・

対象者への配布，周知 

○ 「避難の手引き」（広報チ

ラシ）の作成，配布 

○ 市広報誌へ防災情報の掲

載 

察知する 

○ 防災情報メール，一斉電話伝

達サービスへの登録推進を継続 

○ 防災行政無線難聴地区調査 

○ 避難勧告等や気象情報等の入

手方法の周知 

○ 防災研修，出前講座，イベン

ト等の機会を利用した避難情報

の入手方法の周知 

○ 全ての項目について，継

続実施中 

○ 防災情報メール，一斉電

話伝達サービスの登録促進 

○ 防災行政無線難聴地区調 

 査 

○ 出前講座や防災研修等の

機会を利用し防災情報や気

象情報等の入手方法の周知 

行動する 

○ 市内全域での一斉避難訓練を 

実施 

 

 

 

○ 地域が主体となった避難訓練 

の実施を継続 

○ 各自治会・自主防災組織での 

避難訓練・まちあるき点検等に 

より，避難行動の確認等を促進 

○ 防災研修，出前講座，防災訓

練等で災害から命を守るために

必要な行動（災害の種類に応じ

た自らの判断による避難行動

（垂直避難，高台避難等））や

危険を感じた時は避難勧告等の

有無にかかわらず，避難行動を

行うことの重要性について周

知。 

○ 新型コロナウイルス感染

症拡大防止のため，市内全

域での一斉避難訓練をサイ

レン吹鳴訓練に切り替えて

実施 

○ 継続実施中 

 

○ 継続実施中 

 

 

○ 継続実施中 

○ 市内全域での避難訓練の

実施 

 

 

 

○ 各自治会や自主防災組織

等，地域が主体となった防

災訓練や市内全域へのサイ

レン吹鳴を合図とした避難

訓練等の実施支援 

○ 出前講座や防災研修等に

おいて早めの避難行動の重

要性について周知 

○ 住民や企業，関係機関が

一体となった総合防災訓練

の実施 
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行動目標 取組内容 令和３年度の取組状況 令和４年度の取組予定 

 

 

 

 

 

 

学 ぶ 

 

 

 

 

 

 

○ 総合防災訓練の実施。住民，

企業，防災関係機関が一体とな

って，災害を想定した実践的な

訓練を実施し，会場では各種体

験や展示コーナーを設置 

○ 防災教室，出前講座，住民説

明会，防災訓練等で実施し，防

災意識の高揚を促進 

○ 学校で防災に関する教育活動

を実施 

○ 国際交流フェスタでの防災関

係ブースを設置 

○ ＫＵＲＥ防災かいぎのイベン

トで防災関係のブースを設置 

○ 新型コロナウイルス感染

症拡大防止のため総合防災

訓練中止 

 

 

○ 継続実施中 

 

 

○ 継続実施中 

 

○ 令和４年２月実施 

 

○ 令和４年３月実施 

○ 出前講座や防災研修等に

おいて防災意識の高揚を促

進 

○ 学校での防災に関する教

育活動の実施 

○ 住民や企業，関係機関が

一体となった総合防災訓練

において実践的な訓練の実

施及び各種体験や展示コー

ナーの設置 

○ 国際交流フェスタへの出

展（防災グッズ等の展示） 

○ ＫＵＲＥ防災かいぎへの

出展（防災グッズ等の展示） 

備 え る 

○ 防災研修，出前講座，防災訓 

練等で，避難の方法の事前確認 

や，非常持ち出し品，備蓄品の 

用意などについて周知 

○ 防災リーダーの養成を継続 

○ 自主防災組織の結成促進と活 

動の活性化を図る 

○ 災害備蓄品の充実を図る 

○ 継続実施中 

 

 

 

○ 令和３年１２月実施 

○ 継続実施中 

 

○ 継続実施中 

○ 出前講座や防災研修等に

おいて避難の方法や非常持

ち出し品，備蓄品等につい

て事前確認を周知 

○ 市認定防災リーダーの養 

 成 

○ 自主防災組織の新規結成

促進や活動活性化を図る 

○ 災害備蓄品の充実を図る 

 

 

 

【竹原市】 

行動目標 取組内容 令和３年度の取組状況 令和４年度の取組予定 

知 る 

○ 出前講座や市広報誌，ハザー

ドマップ等を通じて，災害の基

礎知識，身の周りの災害危険箇

所や状況に応じた避難経路及び

避難場所等の啓発 

○ 出前講座や市広報誌等を

通じて，土砂災害警戒区域

や浸水想定区域を周知し，

避難経路及び避難場所等を

確認するよう啓発した。（※

コロナ禍の避難所対応を含

む） 

○ 災害図上訓練 DIG 研修時

などに市防災ハザードマッ

プを配布し，利活用方法を

図る。 

○ 出前講座や市広報誌，ハ

ザードマップ等を通じて，

災害の基礎知識，身の周り

の危険箇所や状況に応じた

避難経路及び避難場所等の

啓発 
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行動目標 取組内容 令和３年度の取組状況 令和４年度の取組予定 

察知する 

○ 住民の避難行動の判断材料と

なる気象情報や河川情報の内

容，取るべき行動，情報の入手

手段について，出前講座等の機

会を捉えて市民へ周知 

○ ハザードマップ等を通じて，

防災情報の入手方法の知識の普

及 

○ 梅雨や台風時期前に広報誌や

地元ケーブルテレビにて災害の

前兆などの話題を取り上げて注

意喚起を図るとともに，メール

サービス，SNSや屋外拡声器等

を使用した防災情報の積極的な

発信 

○ 防災情報を迅速的確に伝達で

きるよう告知放送設備，自動音

声電話の円滑な運営 

○ メール配信サービスの促進 

○ 各種情報の入手手段，災

害毎のとるべき行動，警戒

レベルを用いた避難情報の

発令等を市ＨＰ，広報誌及

び出前講座等の機会を捉え

て市民へ周知した。 

○ 梅雨や台風時期前に広報

誌やケーブルテレビにて災

害の前兆などの話題を取り

上げて注意喚起を図った。

また，気象情報や避難情報

については，メール配信サ

ービスや屋外拡声器の他に

車両広報やＳＮＳ，ＬＩＮ

Ｅ，ＨＰにより積極的に情

報発信した。 

○ 屋外拡声器やメール配信

サービスに加え，自動音声

電話での情報伝達者の登録

拡充により連絡体制を強化

し，伝達訓練を行い運用を

確認した。 

○ 避難行動の判断材料とな

る気象情報や河川情報の内

容，取るべき行動，情報の

入手手段（ライブカメラ等）

について，市民へ周知 

○ 出水期前に広報誌や地元

ケーブルテレビにて災害の

前兆などの話題を取り上げ

て注意喚起を図るととも

に，メールサービス，SNS

や屋外拡声器等を使用した

防災情報の積極的な発信 

○ 防災情報を迅速的確に伝

達できるよう告知放送設

備，自動音声電話の円滑な

運営 

○ 防災メール配信サービス

の促進 

 

行動する 

○ 市総合防災訓練，住民自治組

織毎に地震や風水害を想定した

実践訓練を関係団体と連携して

実施 

○ 半固定化している訓練参加者

の若年層（中学生等）への参加

啓発 

○ 地域特性を踏まえた呼びかけ

避難の伝達訓練等の実施 

○ 自治会等を中心に避難訓練や

まち歩きによる地区防災マップの

作成，各戸への配布 

○ 市総合防災訓練等の中止 

○ 広島県「避難の呼びかけ

体制づくり支援事業」を推

進し，下半期に市内の住民

自治組織において,住民や

高齢者等への情報伝達や支

援等の実践訓練を実施予

定。 

○ 福祉専門職と連携した避

難行動要支援者の避難対策

（個別避難計画）に着手し

た。 

○ 市総合防災訓練，住民自

治組織毎に地震や風水害を

想定した実践訓練を関係団

体と連携して実施 

○ 若年層（中学生等）に訓

練や研修への参加啓発 

○ 地域性を踏まえた呼びか

け避難の伝達訓練等の実施 

○ 自治会等へ要配慮者等の

安否確認,避難支援を推進 

 

学 ぶ 

 

○ 各種団体等への出前講座の実

施，広島県自主防災アドバイザ

ー派遣による講演，災害図上訓

練を実施 

○ 竹原市地域防災リーダー研修

会の実施 

○ 「自主防災組織等による

避難の呼びかけ体制づくり

セミナー」を７月１７日と

８月３１日の２回に分けて

開催した。 

○ 竹原市地域防災リーダー

研修会を開催 

○ 災害伝承防災講演会を開

催 

○ 自治会や各種団体等への

出前講座の実施，広島県自

主防災アドバイザー派遣に

よる講演，災害図上訓練を

実施 

○ 竹原市地域防災リーダー

研修会の実施 

 

備 え る 

○ あらゆる機会を捉えて，備蓄

物資（ローリング）や非常持出

品の啓発 

○ 研修会等の機会を捉え

て，ひろしまマイタイムラ

インの作成を推進した。 

○ 避難所備蓄品の計画的な

更新，市備蓄品の分散管理 

○ 自治会，関係団体等と連
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行動目標 取組内容 令和３年度の取組状況 令和４年度の取組予定 

○ 市としても非常食・飲料水，

毛布等の備蓄を推進するととも

に，備蓄箇所を増加 

○ 避難行動要支援者の避難対

策，有事の際の連絡体制の促進 

◯ 地域住民と共同した，避難所

ごとの避難所運営マニュアルの

策定 

○ 梅雨や台風時期前に広報

誌にて，各家庭において災

害用備蓄を行うよう周知す

るとともに，市として計画

的に非常食・飲料水，毛布

等を整備し避難所へ配置し

た。 

○ 福祉専門職と連携した避

難行動要支援者の避難対策

（個別避難計画）に着手し

た。 

◯ 避難所ごとの避難所運営

マニュアルの策定に着手し

た。 

携した避難行動要支援者の

避難対策を推進  

◯ 各避難所における避難所

運営マニュアル作成の推進 

 

○ 自主防災組織等の体制強

化を県と連携して実施 

 

 

 

 

 

 

【三原市】 

行動目標 取組内容 令和３年度の取組状況 令和４年度の取組予定 

知 る 

○ 総合ハザードマップ（Web

版）の周知・啓発 

 

○ まちなか防災標識の設置 

○ 市民課窓口・出前講座・

コミュニティＦＭ・ホーム

ページ・町内会の回覧で配

布する等の周知を実施 

○ 津波浸水表示板を市内

180 箇所に追加設置し，身

の回りにある災害リスクを

市民に意識させる啓発を推

進した。 

○ 総合ハザードマップ（WEB

版）の周知・啓発 

察知する 

○ 三原市メール配信システム

での災害情報等の周知 

 

 

 

○ FM告知端末を配付 

 

○ コミュニティ FM放送局の活

用 

○ 三原市メール配信システ

ムを活用し，防災，防犯，

防火，感染症などに関する

情報を適宜配信した。（R4.2

末登録者数 9,606人） 

 

○ 希望者にＦＭ告知端末を

継続配布し，適切な利用方

法について，町内会の回覧，

ホームページ，コミュニテ

ィＦＭ番組等を通じて啓発

した。 

○ 防災番組の制作委託や，

災害時に放送局と連携して

注意喚起や情報発信を行っ

た。 

○ 多様な情報伝達手段を活

用した災害情報等の周知 

 

 

○ コミュニティ FM放送局

の活用 
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行動目標 取組内容 令和３年度の取組状況 令和４年度の取組予定 

 

 

 

行動する 

 

 

 

○ 出前講座等による防災訓練

支援 

 

 

 

○ 住民参加型の防災体験を実

施 

○ 出前講座 下半期（10～

３月）出前講座 22 回実施 

 ※年間 27 回 

 その他，自主防災組織が実

施する防災訓練に３回参加 

○ 11 月 13 日三原市防災ネ

ットワーク主催防災体験会

（地域ふれあいイベント）

に参画(マックスバリュ本

郷店) 

○ 3 月 16 日市民防災訓練

（シェイクアウト）実施 

○ 出前講座等による防災訓

練支援 

 

○ 住民参加型の防災体験を

実施 

 

○ 自主防災組織による防災

訓練に対する補助 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 地域防災リーダー養成講座

の実施 

 

○ 自主防災組織・町内会等への

出前講座の実施［継続］（三原

市防災士ネットワークと共同

で実施） 

 

○ 防災講演会の計画実施 

○ 12月 12 日・19日に実施 

 

○ 下半期（10～３月）出前

講座 22回実施 

 ※年間 27 回 

 

 

○ 2月 20日三原市防災ネッ

トワーク講演会（オンライ

ン）に参画 

○ 自主防災組織・町内会等

への出前講座の実施[継続]

（三原市防災士ネットワー

クと共同で実施） 

 

○ 地域防災リーダー養成講

座の実施 

 

○ 防災体験会や防災講演会

の実施 

備 え る 

○ 自主防災組織への支援の 

 

○ 地域防災リーダー養成講座

の実施 

 

○ 自主防災組織への支援の

継続 

 

○ 12月 12 日・19日に実施 

○ 自主防災組織への支援と

して，防災資機材購入を補

助。 

○ 未設立の自主防災組織へ

の積極的な結成の働きかけ 

 

【尾道市】 

行動目標 取組内容 令和３年度の取組状況 令和４年度の取組予定 

知 る 

○ 暮らしのガイドブックに掲

載している防災マップにより、

転入者に対して市内の災害危

険箇所、避難場所等を周知 

 

○ 市民を対象に災害の基礎知

識と防災対策についての防災

出前講座を実施する。 

 

 

○ 地域住民が主体となって、地

域の災害危険場所や避難所、避

難経路等を記した地図を作成

し、防災情報を共有すること

で、災害時の速やかな避難行動

の促進を目指す。 

○ 継続実施中 

 

 

 

 

○ 継続実施中 

・今年度 20団体，135名を

対象に実施（R3.9 月末現

在）  

 

○  今年度 3 団体が作成

（R4.3月末予定） 

○ 暮らしのガイドブックに

掲載している防災マップに

より、転入者に対して市内

の災害危険箇所、避難場所

等を周知 

○ 市民を対象に災害の基礎

知識と防災対策についての

防災出前講座を実施する。 

 

 

○ 地域住民が主体となっ

て、地域の災害危険場所や

避難所、避難経路等を記し

た地図を作成し、防災情報

を共有することで、災害時

の速やかな避難行動の促進

を目指す。 

学 ぶ 
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行動目標 取組内容 令和３年度の取組状況 令和４年度の取組予定 

察知する 

○ 防災出前講座、地域の防災訓

練、市ホームページ等により

「市安全・安心メール」「尾道

市公式 LINE」「戸別受信機」「防

災アプリ」「ツイッター」等の

いずれかの防災情報伝達手段

への登録を促進。 

○ 大雨や台風接近により、災害

の発生が見込まれる際に、気象

情報や避難情報等を伝達する。 

○ 市全体に迅速かつ確実に防

災情報を伝達するため、希望者

に対し、戸別受信機を配布し避

難情報等を伝達する。 

○ 継続実施中 

 

 

 

 

 

 

○ 継続実施中 

 

 

○ 継続実施中 

○ 防災出前講座、地域の防

災訓練、市ホームページ等

により「安全・安心メール」

「尾道市公式 LINE」「防災

ラジオ」「防災アプリ」「ツ

イッター」等のいずれかの

防災情報伝達手段への登録

を促進。 

○ 大雨や台風接近により、

災害の発生が見込まれる際

に、気象情報や避難情報等

を伝達する。 

○ 市全体に迅速かつ確実に

防災情報を伝達するため、

希望者に対し、防災ラジオ

や防災アプリの普及促進を

図る。 

行動する 

○ 防災出前講座等で自助・共助

の重要性と自主的な避難行動

の必要性を周知。 

 

○ 避難行動要支援者名簿の作

成・更新を実施。 

○ 避難行動の必要性の周知と

避難行動の実践を目的に市全

域で避難訓練を実施。 

○ 災害時、住民の避難を促すた

め、地域が所有する身近な集会

所等を地域の避難所とするこ

とにより、避難しやすい環境作

りを目指す。 

○ 災害時、住民に早めの避難を

促すため、日頃から付き合いの

ある近隣住民同士で避難の呼

びかけを開始するタイミング

や呼びかけ方法などのルール

を決めて、自主防災組織が大雨

災害に対して効率的で効果的

な呼びかけができるよう推進

する。 

○ 住民の皆さんの迅速な避難

に繋げるため、協定を締結し、

避難所が立地する地域の方に

避難所を開設・運営していただ

く取組を実施。 

○ 継続実施中 

・今年度 20団体、135名

を対象に実施（R3.9月

末現在）  

○ 継続実施中 

 

○ 継続実施中 

 

 

○ 継続実施中 

・今年度 4 施設が地域の

避難所として市に登

録（R4.1 月末現在）  

 

○ 継続実施中 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 継続実施中 

・今年度 7 団体と協定を

締結。（R4.1月末） 

○ 防災出前講座等で自助・

共助の重要性と自主的な避

難行動の必要性を周知。 

○ 避難行動要支援者名簿の

作成・更新を実施。 

○ 避難行動の必要性の周知

と避難行動の実践を目的に

市全域で避難訓練を実施。 

○ 災害時、住民の避難を促

すため、地域が所有する身

近な集会所等を地域の避難

所とすることにより、避難

しやすい環境作りを目指

す。 

○ 災害時、住民に早めの避

難を促すため、日頃から付

き合いのある近隣住民同士

で避難の呼びかけを開始す

るタイミングや呼びかけ方

法などのルールを決めて、

自主防災組織が大雨災害に

対して効率的で効果的な呼

びかけができるよう推進す

る。 

○ 住民の皆さんの迅速な避

難に繋げるため、協定を締

結し、避難所が立地する地

域の方に避難所を開設・運

営していただく取組を実

施。 
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行動目標 取組内容 令和３年度の取組状況 令和４年度の取組予定 

学  ぶ 

○ 地域住民を対象とした防災

出前講座を開催し、災害から身

を守るために必要な行動を周

知。 

○ ケーブルテレビやエフエム

ラジオに出演し、災害に対する

備えや避難方法など、防災情報

の周知。 

○ 防災リーダー育成講座を開

催し、地域の防災リーダーを育

成。 

○ 防災訓練を実施し、市民の防

災意識を高める。 

 

 

○ 防災士ネットワーク会員に

よる意見交換会を実施し、地域

防災活動の情報共有と取組推

進を行う。 

○ 継続実施中 

・今年度 20団体，135名

を対象に実施（R3.9月

末現在）  

○ 継続実施中 

 

 

 

○ 新型コロナウイルス感染

症のため中止。 

 

○ 継続実施中 

・10 月 24 日に避難訓練を実

施。  

 

○ ひろしまマイ・タイムラ

インや地域防災活研修会を実

施 

 

○ 地域住民を対象とした防

災出前講座を開催し、災害

から身を守るために必要な

行動を周知。 

○ ケーブルテレビやエフエ

ムラジオに出演し、災害に

対する備えや避難方法な

ど、防災情報の周知。 

○ 防災リーダー育成講座を

開催し、地域の防災リーダ

ーを育成。 

○ 防災訓練を実施し、市民

の防災意識を高める。 

○ 防災士ネットワーク会員

による意見交換会を実施

し、地域防災活動の情報共

有と取組推進を行う。 

備 え る 

○ 防災訓練や防災出前講座を

通じて非常持出品や家具の転

倒防止等日頃からの備えを周

知。 

○ 防災リーダー育成講座を開

催し、新たな防災リーダーを育

成。 

○ 自主防災組織への防災資機

材購入助成を行い、災害時の共

助体制を整備。 

○ 地域で避難所運営訓練（HUG）

を実施し、地域でスムーズな避

難所運営ができる体制をつく

る。 

○ 自主防災組織を結成してい

ない自治会等に対して、組織を

結成してもらう積極的な働き

かけを実施。 

○ 継続実施中 

 

 

 

○ 新型コロナウイルス感染

症のため中止。 

 

○ 20団体が補助制度を活

用し，防災資機材を整備 

 

○ 新型コロナウイルス感染

症のため中止。 

 

 

○ 継続実施中 

 

○ 防災訓練や防災出前講座

を通じて非常持出品や家具

の転倒防止等日頃からの備

えを周知。 

○ 防災リーダー育成講座を

開催し、新たな防災リーダ

ーを育成。 

○ 自主防災組織への防災資

機材購入助成を行い、災害

時の共助体制を整備。 

○ 地域で避難所運営訓練

（HUG）を実施し、地域でス

ムーズな避難所運営ができ

る体制をつくる。 

○ 自主防災組織を結成して

いない自治会等に対して、

組織を結成してもらう積極

的な働きかけを実施。 

 

【福山市】 

行動目標 取組内容 令和３年度の取組状況 令和４年度の取組予定 

知 る 

○ 地域等が行う出前講座に防災

リーダーを派遣し，地域の危険

箇所の周知や地域の状況に応じ

た避難方法などを周知 

 

 

 

 

○ 地域等が行う出前講座に

防災リーダーを派遣し，地

域の危険箇所の周知や地域

の状況に応じた避難方法な

どを周知（2022年 1月末ま

でに 16 件の研修会等にリ

ーダーを派遣） 

 

○ 地域等が行う出前講座に

防災リーダーを派遣し，地

域の危険箇所の周知や地域

の状況に応じた避難方法な

どを周知 
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行動目標 取組内容 令和３年度の取組状況 令和４年度の取組予定 

○ 地域の防災リーダーを養成す

るため福山防災大学を実施 

 

 

○ 自治会・自主防災組織を対象

とした研修会を実施 

 

 

○ 洪水ハザードマップの周知・

啓発 

○ 2021 年度福山防災大学

は新型コロナウイルス感染

症の拡大により中止 

 

○ 自治会・自主防災組織を

対象とした研修会等を実施 

 

 

○ 洪水ハザードマップの周

知・啓発 

○ 地域の防災リーダーを養

成するため福山防災大学を

実施 

 

○ 自治会・自主防災組織を

対象とした研修会を実施 

 

 

○ 洪水ハザードマップの周

知・啓発 

○ 避難情報等を複数の媒体

に一括して送信できるシス

テムを導入し，迅速で適切

な避難行動へとつなげる 

察知する 

○ 防災講座，出前講座等により，

避難行動の判断材料となる気象

情報，河川情報及び避難情報の

意味と，とるべき行動，並びに

情報の入手手段について周知 

 

 

○ 防災講座，出前講座等により，

防災情報メールの登録促進 

○ 防災講座，出前講座等に

より，避難行動の判断材料

となる気象情報，河川情報

及び避難情報の意味と，と

るべき行動，並びに情報の

入手手段について周知 

 

○ 防災講座，出前講座等に

より，防災情報メールの登

録促進 

○ 防災講座，出前講座等に

より，避難行動の判断材料

となる気象情報，河川情報

及び避難情報の意味と，と

るべき行動，並びに情報の

入手手段について周知 

 

○ 防災講座，出前講座等に

より，防災情報メールの登

録促進 

行動する 

○ 総合防災訓練，避難訓練等に

より，適切な避難行動の確認な

どを促進（災害対応訓練，総合

防災訓練 2021年 11月 28日） 

 

 

○ 南海トラフ地震に備えて，地

震・津波から市民の生命・身体

を守るため，総合防災訓練（地

震・津波災害）を実施［継続］ 

 

○ 防災講座，出前講座等で災害

から命を守るために必要な行動

（災害の種類に応じた自らの判

断による避難行動（垂直避難，

高台避難等））や，危険を感じた

時は，避難勧告等にかかわらず，

避難行動を行うことの周知 

 

○ 防災リーダー連絡協議会と連

携し，地区防災計画の内容見直

しなど，地域防災活動など活性

化を図る。 

○ 総合防災訓練，避難訓練

等により，適切な避難行動

の確認などを促進（災害対

応訓練 2021 年 5月 27 日，

総合防災訓練 2021 年 11月

28 日） 

 

 

 

 

 

○ 防災講座，出前講座等で

災害から命を守るために必

要な行動（災害の種類に応

じた自らの判断による避難

行動（垂直避難，高台避難

等））や，危険を感じた時は，

避難指示等にかかわらず，

避難行動を行うことの周知 

○ 防災リーダー連絡協議会

と連携し，地区防災計画の

内容見直しなど，地域防災

活動など活性化を図る。 

○ 総合防災訓練，避難訓練 

等により，適切な避難行動 

の確認などを促進（災害対 

応訓練，総合防災訓練） 

 

 

○ 南海トラフ地震に備え 

て，地震・津波から市民の 

生命・身体を守るため，総 

合防災訓練（地震・津波災 

害）を実施 

○ 防災講座，出前講座等で 

災害から命を守るために必 

要な行動（災害の種類に応 

じた自らの判断による避難 

行動（垂直避難，高台避難 

等））や，危険を感じた時は， 

避難指示等にかかわらず， 

避難行動を行うことの周知 

○ 防災リーダー連絡協議会 

と連携し，地区防災計画の 

内容見直しなど，地域防災 

活動など活性化を図る。 
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行動目標 取組内容 令和３年度の取組状況 令和４年度の取組予定 

学 ぶ 

○ 自主防災組織，企業，学校等

を対象とした防災講座，出前講

座の実施 

○ ハザードマップを活用した出

前講座の実施 

○ 自主防災組織，企業，学

校等を対象とした防災講

座，出前講座の実施 

○ ハザードマップやひろし

まマイタイムライン等を活

用した出前講座の実施 

○ 自主防災組織，企業，学

校等を対象とした防災講

座，出前講座の実施 

○ ハザードマップやひろし

まマイタイムライン等を活

用した出前講座の実施 

備 え る 

○ 防災講座，出前講座等により，

懐中電灯，着替え，常備薬など

の非常用持出品の備え及び消費

期限の確認の必要性を周知。 

○ 福山防災大学を開催し，防災

リーダーを養成 

○ 自主防災組織等への防災講

座，出前講座の実施［継続］ 

 

○ 非常持出品の備え及び消

費期限の確認の必要性の周

知に関しては，広報誌，テ

レビ，ラジオ，防災リーダ

ーの防災講座等で必要性を

周知 

○ 2021 年度福山防災大学

は新型コロナウイルス感染

症の拡大により中止 

○ 自主防災組織等への防災

講座，出前講座の実施 

○ 防災講座，出前講座等に 

より，懐中電灯，着替え， 

常備薬などの非常用持出品 

の備え及び消費期限の確認 

の必要性を周知。 

○ 福山防災大学を開催し， 

防災リーダーを養成 

○ 自主防災組織等への防災 

講座，出前講座の実施 
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【府中市】 

行動目標 取組内容 令和３年度の取組状況 令和４年度の取組予定 

知 る 

○ 土砂ハザードマップ及び洪水

ハザードマップの配布 

 

○ 市広報誌で防災情報等の周知 

○ 出前講座等で土砂ハザー

ドマップ及び洪水ハザード

マップを配布し、周知 

○ 市広報誌６月号（防災特

集）で防災情報等を周知 

○ 土砂災害ハザードマップ

及び洪水ハザードマップの

更新及び周知 

 

○ 市広報誌や出前講座等で

防災情報の周知 

察知する 

○ 登録制メール及び一斉電話シ

ステムの加入促進を行う。 

 

 

 

 

○ 避難情報の入手方法の周知 

○ 市広報誌６月号（防災特

集）で登録制メール及び一

斉電話システムの加入促進

及び避難情報の入手方法を

周知 

 

○ 出前講座等で周知 

 

○ 登録制メール及び一斉電

話システム、市公式 LINE

の登録及び市公式アプリの

ダウンドードを促進 

 

○ 災害情報や気象情報、避

難情報の入手方法を周知 

 

○ 河川カメラを整備し、画

像データを市民に提供する

ことで適切な避難行動を促

す 

行動する 

○ 地域と連携した避難所運営訓

練の実施 

 

○ 自主防災組織が実施する避

難、防災訓練等に対し、活動費助

成を行い、活動の活性化を図る。 

○ ７月に地域と連携した避

難所運営訓練を実施 

 

○ 自主防災組織が実施する

避難、防災訓練等に対し、

活動費の助成を行い、活動

の活性化を図った。 

○ 地域と連携した避難所運

営訓練の実施 

 

○ 自主防災組織が実施する

避難、防災訓練等に対し、活

動費助成を行い、活動の活性

化を図る 

 

○ J-ALERT による緊急地震

速報で「安全行動１-2-3」の

行動訓練を実施 

学 ぶ 

○ 地域住民を対象とした研修会

を開催し、マイ・タイムライン

の作成を支援 

 

○ 出前講座を開催する。 

 

○ 防災リーダーを対象としたス

キルアップ研修会の開催 

○ 地域住民を対象としたマ

イ・タイムライン作成研修

会等を実施し、４地区でマ

イ・タイムラインの作成を

支援 

 

○ 女性防災リーダーを対象

とした研修会を実施 

○ 地域住民を対象とした研

修会を開催し、マイ・タイ

ムラインの作成を支援 

 

○ 出前講座を実施する 

 

○ 防災リーダーを対象とし

たスキルアップ研修会を開

催 

 

○ 広島県と連携し、自主防

災組織による避難の呼びか

け体制構築に係る事業の実

施 

備 え る 

○ 自主防災組織への防災資機材

の購入助成を行い、共助の意識

を高める。 

 

○ 自主防災組織の活動を支援す

るため、防災士の養成を図る。 

○ 自主防災組織への防災資

機材の購入助成を行い、共

助の意識を高めた。 

○ 自主防災組織への防災資

機材の購入助成を行い、共

助の意識を高める 

 

○ 自主防災組織の活動を支

援するため、防災士の養成

を図る 
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【三次市】 

行動目標 取組内容 令和３年度の取組状況 令和４年度の取組予定 

知 る 

○ 避難勧告廃止による避難指示

へ一本化等の避難情報チラシを

配布し，新たな避難情報を周知

する。 

 

 

○ 三次市 Web 版ハザードマップ

の活用を促進し，災害リスク等

の情報を発信する。 

 

 

 

 

 

○ 避難所の混雑状況が確認でき

るスマートフォンアプリ「ＶＡ

ＣＡＮ」を活用して，避難所の

リアルタイムな混雑状況の情報

を発信する。 

● 避難勧告廃止による避難

指示への一本化等のチラシ

を全戸配布し，新たな避難

情報を周知した。 

 

 

○ 三次市 Web 版ハザードマ

ップにより，市民がパソコ

ン及びスマートフォンで最

新の土砂災害特別警戒区

域，土砂災害警戒区域，浸

水想定区域及び避難所情報

等を閲覧できることを広報

した。 

 

 

 

 

 

○ 広島県が計画する土砂災

害特別警戒区域等の標識の

設置について，学校及び自

主防災組織等と連携して，

３小学校区に設置した。 

○ ケーブルテレビ出演及び

広報誌等により三次市 Web

版ハザードマップを周知

し，災害リスク等の情報を

発信する。 

 

○ 三次市防災士ネットワー

クを介した防災士による啓

発活動の活性化を図るとと

もに，防災士資格取得を助

成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 広島県が計画する最大浸

水深の標識及び土砂災害特

別警戒区域等の標識の設置

について，学校及び自主防

災組織等と連携して，設置

する。 

 

○ 昭和４７年水害５０年を

節目に水害時の写真を収集

し，パネル展を実施するこ

とにより市民の防災意識の

向上を図る。 

察知する 

○ 出前講座や防災フェア等を通

じて，市の防災一斉メールや防

災アプリ，県防災 Web への登録

について啓発する。 

 

○ ケーブルテレビ，音声告知放

送，ＳＮＳ及び市広報誌等によ

り防災情報の取得方法等につい

て啓発する。 

○ 出前講座により防災一斉

メール，防災アプリや県防

災 Webへの登録について啓

発した。 

 

○ ケーブルテレビ，音声告

知放送，ＳＮＳ及び市広報

誌等により防災情報の取得

方法等について啓発した。 

 

○ 出前講座や防災フェア等

を通じて，市の公式ＳＮＳ

及び県防災 Web への登録に

ついて啓発する。 

 

○ ケーブルテレビ，音声告

知放送，市公式ＳＮＳ及び

市広報誌等により防災情報

の取得方法等について啓発

する。 

行動する 

○ 大規模洪水を想定した防災訓

練を実施し，災害対策本部の運

営及び避難所開設運の向上を図

る。 

 

 

○ 自主防災組織による防災

訓練（避難所の開設・運営，

情報伝達訓練，消火訓練）

を支援した。また，三次市

災害体験ＶＲ【洪水】を作

成し，女性等消防団員等に

○ 大規模洪水を想定した防

災訓練を実施し，災害対策

本部の運営及び避難所開設

運営の向上を図る。また，

広島県の主催する受援計画

に係る災害対応訓練に参加
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行動目標 取組内容 令和３年度の取組状況 令和４年度の取組予定 

 

 

 

 

○ 自主防災組織による防災訓練

（避難所の開設・運営，情報伝

達訓練，消火訓練）を実施する。 

 

 

○ 防災士ネットワークスキルア

ップ研修会を開催し，防災士の

避難所運営能力の向上を図る。 

よる防災啓発活動を通し

て，地域の防災意識の向上

を図った。 

 

○ 音声告知放送，防災一斉

メール等により「広島県『み

んなで減災』一斉地震防災

訓練」を周知し，参加した。 

 

○ 防災士ネットワークスキ

ルアップ研修会を開催し，

防災士による避難所運営能

力の向上を図った。 

する。 

 

 

 

○ 自主防災組織による防災

訓練（避難所の開設・運営，

情報伝達訓練，消火訓練）

を支援・協力する。 

 

○ 防災士ネットワークスキ

ルアップ研修会を開催し，

防災士の避難所運営能力の

向上を図る。 

学 ぶ 

○ 各小学校の５年生を対象とし

た「体験活動充実事業における

防災教育」を防災士により実施

し，児童の防災に関する知識及

び意識を向上させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 自主防災組織代表者会議を実

施し，防災に関する情報を提供

し，連携を強化する。 

 

 

 

 

 

○ ひろしまマイ・タイムライン

を広島県防災アドバイザーの説

明・指導により作成する。 

○ 各小学校の５年生を対象

とした「体験活動充実事業

における防災教育」につい

て，防災士による授業を実

施して，児童の防災に関す

る知識及び意識を向上させ

た。 

（令和３年度 19校実施） 

 

 

 

 

 

 

○ 自主防災組織代表者会議

及び事務局長会議を実施

し，防災に関する情報を提

供し，連携を強化した。 

（11月 16日，12月 1 日，3

月 8日 19組織が参加して実

施） 

 

○ ひろしまマイ・タイムラ

インを広島県防災アドバイ

ザーの説明・指導により作

成した。 

（3月 8日 19組織が参加して

実施） 

 

○ 各小学校の５年生を対象

とした「体験活動充実事業

における防災教育」を防災

士により実施し，児童の防

災に関する知識及び意識を

向上させる。 

 

 

○ 県や市の災害体験ＶＲを

活用し，自主防災組織や女

性等消防団員等による防災

啓発活動を通して，地域の

防災意識を向上させる。 

 

○ 自主防災組織代表者会議

を実施し，防災に関する情

報を提供し，連携を強化す

る。 

 

 

 

 

○ ひろしまマイ・タイムラ

インの作成を広島県防災ア

ドバイザーの説明・指導に 

より普及する。 

○ ひろしまマイ・タイムラ

インを広島県防災アドバイ

ザーの説明・指導により作

成する。 

備 え る 

○ ケーブルテレビや出前講座を

通じて，市民に対し，個人の非

常持出品の準備を呼びかける。 

 

 

○ 出前講座や防災訓練を通

じて，市民に対し，個人の

非常持出品の準備を呼びか

けた。 

 

○ 市の広報や自主防災組織

活動，防災士による啓発等

を通じて，市民に対し，個

人の非常持出品の準備を呼

びかける。 
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行動目標 取組内容 令和３年度の取組状況 令和４年度の取組予定 

○ 三次市備蓄計画に基づき備蓄

品を計画的配備する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 自主防災組織及び関係機関と

連携して，地域における要支援

者支援の取組を推進する。 

○ 三次市備蓄計画に基づき

備蓄品である非常食や飲料

水を年度内に購入した。  

購入数：非常食（50袋）20

ケース 

保存水（500ml×24 本）60

ケース 

紙オムツ（幼児用 58枚） 

10 ケース 

紙オムツ（大人用 34枚） 

10 ケース 

災害備蓄用毛布（10枚） 

15 箱 

生理用品（32 枚）100 セッ

ト 

 

○ 自主防災組織及び関係機

関と連携して，地域におけ

る要支援者支援の取組を推

進した。 

（三次市避難行動要支援者等

連絡調整会議：7月 14 日，

11月 10日, 12 月 10日の 3

回実施） 

○ 三次市備蓄計画に基づき

備蓄品を計画的配備する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 自主防災組織及び関係機

関と連携して，地域におけ

る要支援者支援の取組を推

進する。 

○ 避難行動要支援者に係る

個別避難計画作成の取組を

推進する。 

 

 

 

 

 

 

【庄原市】 

行動目標 取組内容 令和３年度の取組状況 令和４年度の取組予定 

知 る 

○ ハザードマップ更新に係る該

当地区への各戸配布及び市ホー

ムページへの掲載 

 

 

 

○ 各種広報媒体等による危険箇

所の確認方法等、防災情報の入

手手段の周知 

○ ハザードマップ更新に係

る該当地区（庄原地区、西

城地区、口和地区）への各

戸配布及び市ホームページ

への掲載 

 

○ 市ＨＰ・広報紙等による

防災情報の周知を行った 

○ 各種広報媒体等による危

険箇所の確認方法等、防災

情報の入手手段の周知 

 

 

○ 出前講座において、土砂

市街警戒区域や浸水想定区

域について周知 

察知する 

○ 県防災情報メールの登録促進 

 

 

○ ＩＰ告知端末による避難情報

等の確実な情報伝達 

○ 県防災情報メールの登録

促進を継続して行った 

 

○ 警戒レベルに応じた情報

を告知端末により伝達を行

った 

 

○ 県防災情報メールの登録

促進 

 

○ ＩＰ告知端末による避難

情報等の確実な情報伝達 

 

○ 出前講座・広報紙による

防災情報収集方法の周知 
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行動する 

○ 自主防災組織等が実施する訓

練への参加及び各種防災訓練の

実施 

 

 

 

○ 避難行動要支援者名簿の更新 

○ 自主防災組織が実施する

訓練へ参加した 

 

 

 

 

○ 避難行動要支援者名簿の

更新 

 

○ 職員を対象とした災害対

策本部運営訓練を実施した 

○ 自主防災組織等が実施す

る訓練への参加及び各種防

災訓練の実施 

○ 総合防災訓練の実施予 

 定 

 

○ 避難行動要支援者名簿の

更新 

学 ぶ 

○ 自主防災組織のほか、自治会、

学校等を対象とした出前講座の

実施 

 

○ 県と連携した自主防災組織の

体制強化に係る事業の実施 

○ 防災・自主防災組織に係

る出前講座を自治会、団体

へ実施した 

 

○ 防災アドバイザーの派遣

を通じて、自主防災組織の

避難体制強化の取り組みを

行った 

○ 住民自治組織、自主防災

組織等を対象とした出前講

座の実施 

 

○ 県と連携した自主防災組

織の体制強化に係る事業の

実施 

 

○ 住民、防災関係機関等の

参加による総合防災訓練を

実施予定 

備 え る 

○ 自主防災組織への補助金の交

付 

 （防災活動、資機材整備事業） 

 

○ 避難所における資機材・備蓄

品の計画的な整備・更新 

○ 市内自主防災組織からの

申請を踏まえ、補助金を交

付した 

 

○ 備蓄品の消費期限を踏ま

えた、購入・更新を行った 

○ 自主防災組織への補助金

の交付（防災活動、資機材

整備事業） 

 

○ 避難所における資機材・

備蓄品の計画的な整備・更

新 

 

 

 

 

 

  



－ 18 － 

【大竹市】 

行動目標 取組内容 令和３年度の取組状況 令和４年度の取組予定 

知 る 

○ 住民（自主防災組織、自治会

含む）に対し、身の周りの災害

危険箇所、災害種別ごとの避難

場所や避難経路を知る重要性

を、出前講座や広報紙等で繰り

返し広報及び周知 

 

 

 

 

 

○ 市内学校を対象に、身の周り

の災害危険箇所、災害種別ごと

の避難場所や避難経路を知る重

要性等を含む出前講座を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 地域の防災の集いなどで、地

域独自のハザードマップ作成の

推進を継続 

○ 職員がケーブルテレビに

出演し、防災・避難に関す

る啓発を行った。また、防

災に関するポスターやチラ

シの配布を継続的に行っ

た。 

 自治会、自主防災組織、

聴覚障害者防災連絡協議会

等に出前講座を実施し、広

報及び周知を実施。 

 

○ 市内小学校に出前講座を

実施する予定であったが、

コロナ禍の為、小学校側か

らの申し出により中止。小

学生から挙がった質問に文

書で回答する形式をとっ

た。 

 市内小学校４年生を対象

に、防災倉庫の見学を兼ね

て、防災研修を実施。 

 

○ 継続して推進している。 

○ 住民（自主防災組織、自

治会含む）に対し、身の周

りの災害危険箇所、災害種

別ごとの避難場所や避難経

路を知る重要性を、出前講

座や広報紙等で繰り返し広

報及び周知。 

 

 

 

 

○ 市内学校を対象に、身の

周りの災害危険箇所、災害

種別ごとの避難場所や避難

経路を知る重要性等を含む

出前講座を行う。 

 

察知する 

○ 行政防災無線や市の登録制メ

ール等について、住民の声を反

映させながら各種「情報収集手

段」の運用面を充実できるよう

検討 

 

○ 災害時に避難所開設情報が詳

細に伝わるよう登録メールや防

災無線、市ＨＰなどに掲載を継

続する。 

 

○ 防災行政無線のスピーカーを

高性能なものへ更新する。 

 

○ 検討・研究を継続して行

っている。 

 

 

 

 

○ 継続して行っている。 

 

 

 

 

○ 防災行政無線放送内容が

伝わりにくい、地域のスピ

ーカーを高性能なものへ更

新し、事業を令和２年度末

で完了させた。 

○ 行政防災無線や市の登録

制メール等について、住民

の声を反映させながら各種

「情報収集手段」の運用面

を充実できるよう検討す

る。 

○ 災害時に避難所開設情報

が詳細に伝わるよう登録メ

ールや防災無線、市ＨＰな

どに掲載を継続する。 



－ 19 － 

行動目標 取組内容 令和３年度の取組状況 令和４年度の取組予定 

行動する 

○ 避難方法や災害状況に応じた

適切な行動、特に「屋内安全確

保」を重点的に広報紙等でＰＲ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 県の一斉地震防災訓練併せて

市民に安全行動 1、2、3 のＰＲ

と訓練への参加をＨＰ・広報等

を通じて呼びかける。 

 

 

 

 

 

○ 地震発生時の安全行動 1、2、

3 のＰＲ 

○ 職員がケーブルテレビに

出演し、防災・避難に関す

る啓発を行った。また、防

災に関するポスターやチラ

シの配布を継続的に行っ

た。 

   防災・避難に関するポ

スターの掲示や、チラシの

配布を継続して行った。 

 

○ 市内公共機関等に県の一

斉地震防災訓練に関するポ

スターの掲示やチラシの配

布を行った。 

  HP 広報及びチラシの配

布を実施。市役所関係機関

でもシェイクアウト訓練を

実施。 

 

○ ６月に全国瞬時警報シス

テムを活用し、市役所職員

を対象として、シェイクア

ウト訓練を実施。 

○ 避難方法や災害状況に応

じた適切な行動、特に「屋

内安全確保」を重点的に広

報紙等でＰＲ。 

 

 

 

 

 

 

○ 県の一斉地震防災訓練併

せて市民に安全行動 1、2、

3 のＰＲと訓練への参加を

ＨＰ・広報等を通じて呼び

かける 

 

 

 

 

○ 地震発生時の安全行動

1、2、3のＰＲ。 

学 ぶ 

○ 防災リーダー育成事業の実施 

 

 

 

 

○ 自治会等で地域に即した学習

会を実施 

 

○ １１月に大竹市地域防災

リーダー新規育成研修会を

実施し、新たに防災リーダ

ーを認定した。 

 

○ ６月に自主防災組織育成

研修会を書面開催 

 １０月に自主防災組織によ

る避難の呼びかけ体制構築事

業としてセミナーを書面開催

（全組織に配布） 

 

○ １０月に自主防災組織に

よる避難の呼びかけ体制構

築事業として災害図上訓

練・ワークショップ・ひろ

しまマイタイムライン作成

講習を実施、１０組織が参

加。 

 

○ １０月及び１１月に聴覚

障害者防災連絡協議会（自

主防災組織）に対しひろし

まマイタイムライン作成講

習を実施した。 

○ 自主防災組織による避難

呼びかけ体制構築のための

学習会を実施。 

 

 

○ 防災リーダー育成事業の

実施。 

 



－ 20 － 

行動目標 取組内容 令和３年度の取組状況 令和４年度の取組予定 

○ １１月及び１２月に自主

防災組織による避難の呼び

かけ体制構築事業（ステッ

プアップ訓練）として、新

町１丁目及び本町２丁目の

災害図上訓練・ワークショ

ップ・ひろしまマイタイム

ライン作成講習・（情報伝

達）避難訓練・訓練振り返

りを実施した。 

 

○ １１月に西栄１丁目に対

し、出前講座を実施。 

 

○ １２月に自主防災組織設

立準備中の小方１・２丁目

北自治会に対し、防災講習

会を開催。 

 

○ 当市の「地域防災計画」及び

「わがまちプラン」に掲げる、

災害時の「各家庭における備蓄」

「家具等の転倒防止策の実施」

を広報や出前講座などで周知を

図るとともに「避難行動要支援

者の支援、安否確認体制の構築」

を継続的に促進 

 

 

○ 自主防災組織への防災資機材

購入助成を行い、災害時の共助

体制を整備 

 

 

○ 市の備蓄計画を整理し、現状

に即して必要な備蓄の購入を行

う。 

 

○ 国土強靭化地域計画を策定す

る。 

 

○ 避難所運営マニュアルを整備

していく。 

 

○ 継続して実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 今年度中に新しく自主防

災組織を設立した組織はな

く、継続して共助体制の整

備を図っている。 

 

○ 継続して実施している。 

 

 

 

○ 国土強靭化地域計画を策

定している。 

 

○ 令和４年度中に整備予

定。 

 

○ 当市の「地域防災計画」

及び「わがまちプラン」に

掲げる、災害時の「各家庭

における備蓄」「家具等の転

倒防止策の実施」を広報や

出前講座などで周知を図る

とともに「避難行動要支援

者の支援、安否確認体制の

構築」を継続的に促進。 

 

○ 自主防災組織への防災資

機材購入費助成を行い、災

害時の共助体制を整備。 

 

 

○ 市の備蓄計画を整理し、

現状に即して必要な備蓄の

購入を行う。 

 

○ 避難所運営マニュアルを

整備していく。 

 

 

 

 

 

備 え る 



－ 21 － 

【東広島市】 

行動目標 取組内容 令和３年度の取組状況 令和４年度の取組予定 

知 る 

○ 危機管理職員による出前講座

を実施する。 

○ 警戒区域等の危険区域の把握

方法を出前講座等で周知する。 

○ 市広報紙で防災関連特集を掲

載する。 

○ ハザードマップの改訂・配布 

○ １回実施 

 

○ 出前講座で実施 

 

○ ６月広報誌へ掲載 

 

○ ６月に全戸配布済み 

○ 危機管理職員による出前

講座を実施する。 

○ 警戒区域等の危険区域の

把握方法を出前講座等で周

知する。 

○ 市広報紙で防災関連特集

を掲載する。 

○ 中小河川における想定最

大規模降雨の浸水想定区域

等を示したハザードマップ

の配布を行う。 

察知する 

○ 出前講座等を通じて、市防災

メールの登録促進，緊急告知ラ

ジオの販売促進を行う。 

○ インターネット、スマートフ

ォンで見られる気象情報等につ

いて、出前講座等を通じて紹介

する。 

○ 出前講座で実施 

 

 

 

○ 出前講座で実施 

 

○ 出前講座等を通じて、市

防災メールの登録促進，緊

急告知ラジオの販売促進を

行う。 

○ インターネット、スマー

トフォンで見られる気象情

報等について、出前講座等

を通じて紹介する。 

行動する 

○ 防災の啓発冊子を作成する。 

 

○ 防災啓発冊子を調達 ○ 防災の啓発チラシを作成

し、危険区域居住者へ啓発

を行う。 

○ 市民ポータルサイト（市

政情報発信アプリ）により、

危険区域に居住する市民に

対しては、より避難行動を

促す避難情報の発信を行

う。 

学 ぶ 

○ 防災講座を実施する。 

○ 防災活動リーダー養成講座を

行う。 

○ 総合防災訓練を実施する。 

○ 職員を対象とした防災研修会

を実施する。 

○ ＨＵＧを実施する。（社会福祉

協議会へ委託） 

○ 防災アドバイザーの派遣 

○ 出前講座で実施 

○ 新型コロナウイルス感染

症拡大の影響により中止 

○ 災害対応及び新型コロナ

ウイルス感染症拡大の影響

により中止 

○ 年 12回開催 

 

○ 地域防災リーダー養成講

座中止のため派遣なし 

○ 防災講座を実施する。 

○ 防災活動リーダー養成講

座を行う。 

 

○ 総合防災訓練を実施す

る。 

○ 職員を対象とした防災研

修会を実施する。 

○ ＨＵＧを実施する。（社会

福祉協議会へ委託） 

○ 防災アドバイザーの派遣 

備 え る 

○ 作製した啓発冊子等の配布や

出前講座等を通じ紹介する。 

○ 講座・啓発冊子等の配布や出

前講座を通じ家具の耐震固定を

啓発する。 

○ 出前講座で実施 

 

○ 出前講座で実施 

○ 調達した啓発冊子等の配

布や出前講座等を通じ紹介

する。 

○ 講座・啓発冊子等の配布

や出前講座を通じ家具の耐

震固定を啓発する。 

 

 

 

 

 



－ 22 － 

【廿日市市】 

行動目標 取組内容 令和３年度の取組状況 令和４年度の取組予定 

知 る 

○ 防災の専門的な知識を有した

職員により、サロンや自主防災

組織など様々な団体に対し、出

前トークを実施する。 

 

 

○ 市広報紙に啓発記事を掲載す

る。 

○ 地域が行う防災訓練等に対

し、助言や相談などによる支援

を行う。 

 

 

○ 防災の専門的な知識を有した

職員により、地域の自主防災活

動を支援し、市民からの防災に

関する相談に対応する。 

 

○ コミュニティ単位の土砂災害

ハザードマップを作成する。（地

域住民と一緒に避難路や避難先

を検討しながら、ワークショッ

プによりハザードマップを作成

する。） 

○ 防災の専門的な知識を有

した職員により、サロンや

自主防災組織など様々な団

体に対し、出前トークを実

施している。（１３回実施） 

 

○ 市広報誌において、啓発

記事を掲載している。 

○ 地域が行う防災訓練等に

対し、助言や相談などによ

る支援を行っている。（防災

訓練：４回実施、相談：６

回実施） 

○ 防災の専門的な知識を有

した職員により、地域の自

主防災活動を支援し、市民

からの防災に関する相談に

対応している。 

○ コミュニティ単位の土砂

災害ハザードマップを作成

している。（地域住民と一緒

に避難路や避難先を検討し

ながら、ワークショップに

よりハザードマップを作成

している。） 

○ 防災の専門的な知識を有

した職員により、サロンや

自主防災組織など様々な団

体に対し、出前トークを実

施する。 

 

○ 市広報紙に啓発記事を掲

載する。 

○ 地域が行う防災訓練等に

対し、助言や相談などによ

る支援を行う。 

 

 

○ 防災の専門的な知識を有

した職員により、地域の自

主防災活動を支援し、市民

からの防災に関する相談に

対応する。 

 

察知する 

○ 防災の専門的な知識を有した

職員により、サロンや自主防災

組織など様々な団体に対し、出

前トークを実施する。 

 

 

○ 市ホームページ、市広報紙、

出前トーク、土砂災害ハザード

マップ作成のためのワークショ

ップ、防災イベントなどで登録

制防災メール「はつかいちし安

全・安心メール」登録について

啓発・周知する。 

 

 

○ 地域が行う防災訓練等に対

し，助言や相談などによる支援

を行う。 

○ 防災の専門的な知識を有

した職員により、サロンや

自主防災組織など様々な団

体に対し、出前トークを実

施している。（１３回実施） 

 

○ 市ホームページ、市広報

誌、出前トーク、土砂災害

ハザードマップ作成のため

のワークショップ、防災イ

ベントなどで登録制防災メ

ール「はつかいちし安全・

安心メール」登録について

啓発・周知している。 

 

○ 地域が行う防災訓練等に

対し、助言や相談などによ

る支援を行っている。（防

災訓練：４回実施、相談：

６回実施） 

○ 災の専門的な知識を有し

た職員により、サロンや自

主防災組織など様々な団体

に対し、出前トークを実施

する。 

 

○ 市ホームページ、市広報

紙、出前トーク、防災イベ

ントなどで登録制防災メー

ル「はつかいちし安全・安

心メール」登録について啓

発・周知する。 

 

 

 

○ 地域が行う防災訓練等に

対し，助言や相談などによ

る支援を行う。 

 

 



－ 23 － 

行動目標 取組内容 令和３年度の取組状況 令和４年度の取組予定 

行動する 

○ 防災の専門的な知識を有した

職員により、サロンや自主防災

組織など様々な団体に対し、出

前トークを実施する。 

 

○ 防災の専門的な知識を有

した職員により、サロンや

自主防災組織など様々な団

体に対し、出前トークを実

施している。（１３回実施） 

○ 防災の専門的な知識を有

した職員により、サロンや

自主防災組織など様々な団

体に対し、出前トークを実

施する。 

学 ぶ 

○ 市広報紙に啓発記事を掲載す

る。［継続］ 

 

○ 地域が行う防災訓練等に対

し、助言や相談などによる支援

を行う。［継続］ 

 

 

 

○ 市内の自主防災組織（28組織）

が参加する防災情報交換会を開

催し，組織間での情報共有や意

識啓発をすすめる。［継続］ 

 

○ 小学校・保育園の合同避難訓

練の実施［継続］ 

・地御前地区の小学校と保育園

が連携し、あらかじめ決めて

いる避難場所への避難訓練を

行う。 

 

 

○ ｢チャレンジぼうさい｣の継続

実施［継続］ 

  （地域内で開催する事業に「防

災」を絡めて年間シリーズ化す

ることで，地域づくりが防災の

取組につながる自然な循環を作

る。） 

 

○ 廿日市市防災士養成事業の実

施［継続］ 

近年の集中豪雨や地震など頻

発する自然災害に対し、市民の

防災意識と地域の防災力強化を

図るため、市内を会場として防

災士の養成研修を実施する。 

  また、養成された防災士に対

しフォローアップ研修を行う。 

 

 

 

○ 市広報誌に啓発記事を掲

載した。 

 

○ 地域が行う防災訓練等に

対し、助言や相談などによ

る支援を行っている。（防

災訓練：４回実施、相談：

６回実施） 

 

○ 講演形式で自主防災組織

を対象に「自主防災組織に

よる避難の呼びかけ体制づ

くり」セミナーを実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ｢チャレンジぼうさい｣の

継続実施（２回） 

 （地域内で開催する事業に

「防災」を絡めて年間シリ

ーズ化することで，地域づ

くりが防災の取組につなが

る自然な循環を作る。） 

 

○ 防災士養成事業は令和４

年３月２６日、２７日に実

施予定。また、防災士フォ

ローアップ研修は新型コロ

ナウイルス感染症の影響に

より、中止とした。 

 

 

 

 

 

 

○ 市広報紙に啓発記事を掲

載する。 

 

○ 地域が行う防災訓練等に

対し、助言や相談などによ

る支援を行う。 

 

 

○ 市内の自主防災組織（28

組織）が参加する防災情報

交換会を開催し，組織間で

の情報共有や意識啓発をす

すめる。 

 

○ 小学校・保育園の合同避

難訓練の実施 

・地御前地区の小学校と保育

園が連携し、あらかじめ決

めている避難場所への避難

訓練を行う。 

○ ｢チャレンジぼうさい｣の

継続実施 

  （地域内で開催する事業

に「防災」を絡めて年間シ

リーズ化することで，地域

づくりが防災の取組につな

がる自然な循環を作る。） 

 

○ 廿日市市防災士養成事業

の実施 

近年の集中豪雨や地震な

ど頻発する自然災害に対

し、市民の防災意識と地域

の防災力強化を図るため、

市内を会場として防災士の

養成研修を実施する。 

  また、養成された防災士

に対しフォローアップ研修

を行う。 
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行動目標 取組内容 令和３年度の取組状況 令和４年度の取組予定 

○ 小学校・中学校での防災教育

災害時に、児童・生徒一人ひと

りが備えや安全な行動等を認識

し、自分の命は自分で守る力を

身に付けさせる。［継続］ 

○小学校・中学校での防災教

育 

小学校・中学校での防災教

育を実施している。（実施

回数：９回） 

○ 小学校・中学校での防災

教育災害時に、児童・生徒

一人ひとりが備えや安全な

行動等を認識し、自分の命

は自分で守る力を身に付け

させる。 

備 え る 

○ 防災の専門的な知識を有した

職員により、サロンや自主防災

組織など様々な団体に対し、出

前トークを実施する。 

 

 

○ 市ホームページ、市広報紙、

出前トーク、土砂災害ハザード

マップ作成のためのワークショ

ップ、防災イベントなどで登録

制防災メール「はつかいちし安

全・安心メール」登録について

啓発・周知する。 

 

○ 市広報紙に啓発記事を掲載す

る。 

○ 防災の専門的な知識を有

した職員により、サロンや

自主防災組織など様々な団

体に対し、出前トークを実

施している。（１３回実施） 

 

○ 市ホームページ、市広報

紙、出前トーク、などで登

録制防災メール「はつかい

ちし安全・安心メール」登

録について啓発・周知して

いる。 

 

 

○ 市広報誌に啓発記事を啓

発した。 

○ 防災の専門的な知識を有

した職員により、サロンや

自主防災組織など様々な団

体に対し、出前トークを実

施する。 

 

○ 市ホームページ、市広報

紙、出前トーク、防災イベ

ントなどで登録制防災メー

ル「はつかいちし安全・安

心メール」登録について啓

発・周知する。 

 

○ 市広報紙に啓発記事を掲

載する。 

 

 

【安芸高田市】 

行動目標 取組内容 令和３年度の取組状況 令和４年度の取組予定 

知 る 

○ 自主防災組織主催の防災訓

練に危機管理課職員を派遣 

 

 

○ 市広報紙で防災関連特集を

掲載 

○ 自主防災組織主催の防災

訓練等に危機管理課職員を

5 回派遣した。 

  下半期は派遣依頼なし。 

 

○ 6 月号で避難情報の変更

や市公式通知サービスなど

の防災関連特集を掲載し

た。 

 

○ Web 版ハザードマップを

更新した。 

（中小河川の浸水想定区域図

の追加、ため池の浸水想定

区域図の更新） 

○［継続］自主防災組織主催

の防災訓練に危機管理課職

員を派遣 

 

○［継続］市広報紙で防災関

連特集を掲載 

察知する 

○ 自主防災組織主催の防災訓

練を支援 

 

○ お太助フォン及びＳＮＳ

（LINE、Facebook、Twitter）

を通じた避難情報の周知 

 

○ 自主防災組織主催の防災

訓練 2 件に対し補助金を交

付した。 

○ 避難情報発令時に、お太

助フォン及びＳＮＳ（LINE、

Facebook、Twitter）で周知

した。下半期は該当なし。 

○［継続］自主防災組織主催

の防災訓練を支援 

 

○［継続］お太助フォン及び

ＳＮＳ（LINE、Facebook、

Twitter）を通じた避難情報

の周知 



－ 25 － 

行動目標 取組内容 令和３年度の取組状況 令和４年度の取組予定 

行動する 

○ 自主防災組織主催の防災訓

練を支援 

 

 

 

 

 

 

○ 避難行動要支援者の把握，避

難支援 

・同意者名簿を更新し、避難

支援等関係者に提供する 

・個別計画の作成を促進する 

○ R1年 9月末現在で、自主

防災組織主催の防災訓練

12 件に対し、101,751 円の

補助金を交付している。 

  自主防災組織主催の防災

訓練 2 件に対し補助金を交

付した。 

 

○ 2 組織に対し、広島県自

主防災アドバイザーを派遣

して活動の支援を行った。 

  11 月に新規対象者を抽

出し通知した。 

○［継続］自主防災組織主催

の防災訓練を支援 

 

 

 

 

 

○［継続］避難行動要支援者

の把握、避難支援 

・同意者名簿の更新、避難支

援等関係者への提供  

・個別避難計画の作成支援 

学 ぶ 

○ 自主防災組織主催の防災訓

練に，消防署員や消防団員を派

遣 

○ 防災訓練の開催 

・市主催の避難訓練を実施す

る。 

・J-ALERTによる緊急地震速報

訓練で、自主防災組織や市

民に安全行動 1-2-3 の実施

を呼びかける 

 

○ 広島県防災アドバイザーの

派遣依頼 

・広島県防災アドバイザー

に派遣依頼し、自主防災

組織の活性化を図る。 

○ 派遣なし 

  

 

○ J-ALERT による緊急地震

速報訓練で、自主防災組織

や市民に安全行動 1-2-3 の

実施を呼びかけた。（アンケ

ートでは、352 人が訓練に

参加された。） 

 

 

○ 派遣なし 

○［継続］自主防災組織主催

の防災訓練に、消防署員や

消防団員を派遣 

 

○［継続］防災訓練の開催 

・市主催の避難訓練の実施 

・J-ALERT による緊急地震速

報訓練を自主防災組織や市

民に安全行動 1-2-3 の実施

を周知 

 

○［継続］広島県防災アドバ

イザーの派遣依頼 

・広島県防災アドバイザーの

派遣依頼により、自主防災

組織を活性化 

備 え る 

○ 自主防災組織における避難

の呼びかけ体制を構築するた

めの防災講演会・研修会等の開

催 

○ 自主防災組織未結成地区の

会議において，解消に向けた防

災講演会を実施 

○ 自主防災組織連絡会の開催 

 

 

○ 防災リーダー養成講座の開

催 

○ 自主防災組織の活動支援の

ための防災士を養成 

 

○ 7 月に自主防災組織連絡

会との同時開催でセミナー

を開催した。 

 

○ 未実施 

 

 

○ 7 月にセミナーとの同時

開催で自主防災組織連絡会

を開催した。 

○ 未実施 

 

○ 防災士資格取得の助成を

行い、防災士 1 名を養成し

た。 

  下半期は申請なし。 

○［継続］自主防災組織にお

ける避難の呼びかけ体制を

構築するための防災講演

会・研修会等の開催 

 

○［継続］自主防災組織未結

成地区の会議において，解

消に向けた防災講演会を実

施 

 

○［継続］自主防災組織連絡

会の開催 

 

○［継続］防災リーダー養成

講座の開催 

 

○［継続］自主防災組織の活

動支援のための防災士を養

成 
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【江田島市】 

行動目標 取組内容 令和３年度の取組状況 令和４年度の取組予定 

知 る 

○ 市内出前講座による，市民へ

の防災情報の周知 

 

 

 

 

○ 市広報紙による防災情報の

掲載により市民に広く情報を

発信 

 

 

○ 防災リーダーニュース紙に

よる防災情報を発信（6 月・9

月・12月・3月） 

 

 

○ web版ハザードマップの更 

 新 

○ 市内出前講座による，市

民への防災情報の周知 

⇒継続実施（上半期：１５

回実施 

下半期：１４回実施） 

 

○ 市広報紙による防災情報

の掲載により市民に広く情

報を発信 

⇒継続実施（各月実施） 

 

○ 防災リーダーニュース紙

による防災情報を発信（6

月・9 月・12月・3 月） 

⇒継続実施（7月発信） 

 

○ web 版ハザードマップの

更新 

⇒下半期実施予定（完了予

定：３月下旬） 

○ 出前講座による，市民へ

の防災情報の周知 

 

 

 

 

○ 市広報紙による防災情報

の掲載により市民に広く情

報を発信 

 

 

○ 防災リーダーニュース紙

による防災情報を発信（6

月・9 月・12月・3 月） 

察知する 

○ 市民への防災情報電話・

FAX・メール等で情報発信 

 

 

○ 避難アプリの導入 

○ 市民への防災情報電話・

FAX・メール等で情報発信 

⇒大雨，台風に伴う情報発

信実施（7月・8月） 

○ 避難アプリの導入 

⇒9月 1日から運用開始 

○ 市民への防災情報電話・

FAX・メール等で情報発信 

行動する 

○ 出前講座を通し，町なか・家

なか訓練を実施し，屋外，屋内

での防災対策を広く市民に周

知 

 

 

○ 各自治会で行われる実働を

伴う防災訓練を支援 

 

○ 出前講座と合わせて自治会

の防災訓練を支援 

 

○ 江田島市総合防災訓練への

自治会等の参加 

 

○ 出前講座を通し，町な

か・家なか訓練を実施し，

屋外，屋内での防災対策を

広く市民に周知 

⇒継続実施（市防災指導員

により実施） 

○ 各自治会で行われる実働

を伴う防災訓練を支援 

⇒継続実施（上半期：3回

実施 

下半期：１３回実施） 

○ 出前講座と合わせて自治

会の防災訓練を支援 

⇒継続実施（上半期：3回

実施 

下半期：１０回実施） 

○ 江田島市総合防災訓練へ

の自治会等の参加 

⇒中止（新型コロナ感染症

拡大に伴い中止） 

○ 地域防災活動を通し，町

なか・家なか防災訓練を実

施し，屋外，屋内での防災

対策を広く市民に周知 

○ 各自治会で行われる実働

を伴う防災訓練を支援 

○ 出前講座と合わせて自治

会の防災訓練を支援 

○ 一斉避難訓練（市民参加

型）への自治会，地区住民

の参 

 加 

○ 体験型防災アトラクショ

ンの実施 
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行動目標 取組内容 令和３年度の取組状況 令和４年度の取組予定 

学 ぶ 

○ 出前講座を通しての防災に

ついての知識・技術を広く市民

に周知 

 

 

 

○ 地域防災リーダー連絡会を

実施（各地域の防災リーダーに

よる意見交換や事例等を発表

し，情報の共有化・学習を行い，

地域での防災活動に役立て

る。） 

 

 

 

 

○ 防災リーダー研修会（既存

のリーダー対象）の実施 

○ 出前講座を通しての防災

についての知識・技術を広

く市民に周知 

⇒継続実施（市防災指導員

により実施） 

 

○ 地域防災リーダー連絡会

を実施（各地域の防災リー

ダーによる意見交換や事例

等を発表し，情報の共有

化・学習を行い，地域での

防災活動に役立てる。） 

⇒12 月 5 日（日）防災リー

ダー技能向上研修会と併せ

て連絡会実施 

 

○ 防災リーダー研修会（既

存のリーダー対象）の実施 

⇒12月 5 日（日）防災リー

ダー技能向上研修会実施 

○ 出前講座を通しての防災

についての知識・技術を広

く市民に周知 

 

 

 

○ 地域防災リーダー連絡会

を実施（各地域の防災リー

ダー 

による意見交換や事例等を発

表し，情報の共有化・学習

を行い，地域での防災活動

に役立てる。） 

 

 

 

○ 防災リーダー研修会（既

存のリーダー対象）の実施 

 

備 え る 

○ 防災リーダー育成研修会を

開き，新規のリーダーを育成 

○ 避難所環境充実に向けた工

事の実施（トイレ・倉庫） 

 

○ 防災協力事業所登録の推進 

○ 防災リーダー育成研修会

を開き，新規のリーダーを

育成 

⇒11 月 28 日（日）防災リ

ーダー育成研修会 

○ 避難所環境充実に向けた

工事の実施（トイレ・倉庫） 

⇒避難所用トイレ整備・防

災倉庫整備（7～8月） 

○ 防災協力事業所登録の推 

 進 

⇒継続実施 

○ 防災リーダー育成研修会

を開き，新規のリーダーを

育成 

○ 防災協力事業所登録の推

進 

○ 地区防災計画の策定推進 

○ 避難行動要支援者の個別

支援計画の策定推進 

 

 

 

  



－ 28 － 

【府中町】 

行動目標 取組内容 令和３年度の取組状況 令和４年度の取組予定 

知 る 

○ 防災出前講座や広報誌、ホー

ムページ等を活用し、災害リス

クや住民がとるべき避難行動

等について周知を図る。 

○ 地域の実情に合わせ、災

害リスクや避難行動等につ

いて周知を図った。 

 

○ 令和３年８月より、町内

会・自主防災組織と連携し

て、防火・防災に係る啓発

新聞を月に一回発行し、町

民の防災意識の向上に努め

ている。 

○ 防災出前講座や広報誌、

ホームページ等を活用し、

災害リスクや住民がとるべ

き避難行動等について周知

を図る。 

察知する 

○ 気象情報や防災情報の確実

な取得についての広報・周知を

図る。 

○ 町で整備している情報取

得手段について、出前講座

や広報誌等を通じて制度の

周知や登録の促進を行い、

防災情報の確実な取得を促

した。 

○ 気象情報や防災情報の確

実な取得についての広報・

周知を図る。 

行動する 

○ 土砂災害や浸水等、地域の実

情に合わせた防災訓練を実施

し、住民の避難行動についての

意識や、防災に関する知識・意

識の向上を図る。 

○ 実践的な総合防災訓練を

自主防災組織や防災関係機

関と実施し、地域防災力の

向上および防災関係機関と

の連携強化を図った。 

○ 地域実情に合わせた実践

的な防災訓練を実施し、住

民の避難行動についての意

識や、防災に関する知識・

意識の向上を図る。 

学 ぶ 

○ 小中学校を対象とした防災

授業や体験学習を実施する。 

 

○ 自主防災組織等各種団体を

対象に出前講座を実施する。 

 

○ 防災リーダーの育成・指導を

行う。 

○ 町内小学校の防災授業を

通じて、防災に係る知識・

関心の向上に努めた。 

 

○ 町内会・自主防災組織等

による災害記録史の作成に

係る支援を行った。 

 

○ 小中学校を対象とした防

災授業や体験学習を実施す

る。 

○ 自主防災組織等各種団体

を対象に出前講座を実施す

る。 

○ 防災リーダーの育成・指

導を行う。 

備 え る 

○ 自主防災組織結成の促進を

行う。 

○ 自主防災組織の活動支援を

行う。 

○ 災害協定機関との連携強化

を図る。 

 

 

 

 

 

○ 避難所となる施設に防災用

備蓄倉庫を設置し、分散備蓄を

図る。 

○ 自主防災組織における防

災活動や資器材の整備に係

る費用に対する補助を行っ

ている。 

 

○ 新たに 5 つの組織と協定

を締結した。また、災害協

定の連携強化のため、協定

先の連絡先や要請手段につ

いて確認を行った。 

 

○ 避難所となる２つの小学

校において、防災用備蓄倉

庫を設置した。 

○ 自主防災組織の結成促

進・活動支援を行う。 

○ 災害協機関との連携強化

を図る。 

○ 避難所となる施設に防災

備蓄倉庫を設置し、分散備

蓄を図る。 

○ 物資の計画的な備蓄を行

う。 
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【海田町】 

行動目標 取組内容 令和３年度の取組状況 令和４年度の取組予定 

知 る 

○ 広報誌，ホームページ，SNS

等を活用し，避難に関する情報

について，発令の目的，住民が

とるべき行動について具体的に

周知・啓発を図る。 

 

 

 

 

○ 避難情報（警戒レベル）につ

いて，情報の意味，住民がとる

べき行動について，年度当初か

ら周知・啓発を図り，住民への

浸透を図る。 

 

○ ハザードマップの配布（既存

のマップの更新：津波，洪水／

新規作成：内水）により災害危

険箇所及び地域における災害リ

スクの周知を図る。 

○ 住民の円滑な警戒避難体

制の確保に必要となる情

報，避難情報（警戒レベル）

の見直しについて，広報誌，

ホームページ，SNS，スマー

トフォンアプリ等複数の媒

体を活用し，周知・啓発を

行った。 

 

○ 防災アプリの機能強化を

図り，周知・啓発を行った。 

 

 

 

 

○ ハザードマップの全戸配

布により，災害危険箇所及

び地域における災害リスク

の周知を行った。 

○ 広報誌，ホームページ，

SNS 等を活用し，避難に関

する情報について，発令の

目的，住民がとるべき行動

について具体的に周知・啓

発を図る。 

 

 

 

○ 避難情報（警戒レベル）

について，情報の意味，住

民がとるべき行動につい

て，年度当初から周知・啓

発を図り，住民への浸透を

図る。 

○ ハザードマップの配布

（高潮 HM更新）により災害

危険箇所及び地域における

災害リスクの周知を図る。 

 

察知する 

○ 町が整備する情報伝達手段及

び住民が活用可能な情報入手手

段について周知・啓発を図る。 

 

○ 防災教育・出前講座等におい

て，パソコン・スマートフォン

等による情報入手の方法につい

て周知を図る。 

 

 

 

○ 防災ライブカメラの追加設置

を行い，危険箇所における監視

体制を強化するとともに，撮影

データを住民へ提供することに

より住民自身の円滑な警戒避難

体制の確保の強化を図る。 

 

○ 情報伝達手段の多言語化を図

り，外国人の防災情報メールサ

ービス登録数の増加を図る。 

○ 各種情報の入手手段につ

いて，様々な媒体を活用し，

周知・啓発を行った。 

 

○ 防災ライブカメラ・気象

観測装置を適切に管理・運

用し，早期の避難行動開始

等住民の円滑な警戒避難体

制の確保に必要となる情報

の提供に努めた。 

 

○ 防災ライブカメラの追加

設置を行い，危険箇所にお

ける監視体制の強化を図っ

た。 

○ 町が整備する情報伝達手

段及び住民が活用可能な情

報入手手段について周知・

啓発を図る。 

 

○ 防災教育・出前講座等に

おいて，パソコン・スマー

トフォン等による情報入手

の方法について周知を図

る。 

 

○ 情報伝達手段の多言語化

を図り，外国人の防災情報

メールサービス登録数の増

加を図る。 
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行動目標 取組内容 令和３年度の取組状況 令和４年度の取組予定 

行動する 

○ 自治会・自主防災組織等を対

象とした出前講座等において，

「マイ・タイムライン」の作成

に関する講話を実施する。 

 

○ 気象状況の変動や災害の発生

が予想される場合などにおい

て，事前に町職員に対し情報を

提供するとともに，備えを進め

るよう促す。 

 

○ 町職員に「チェックリスト」

（避難場所，情報入手手段，各

家庭における備蓄や避難に関す

るルールの確認等）を作成させ，

平素から災害発生に向けた準備

を進めるよう促す。 

○ 小・中学校を対象とした

防災学習において，実際に

危険箇所等の把握をするこ

とを目的に，街歩きを実施

した。 

 

○ 消防団と協同し，消防車

両の整備（購入から相当年

度が経過した車両の更新），

資機材の適切な管理及び消

火栓設備の点検・修繕等を

実施した。 

 

○ 自治会・自主防災組織等

を対象とした出前講座等に

おいて，「マイ・タイムライ

ン」の作成に関する講話を

実施した。 

○ 自治会・自主防災組織等

を対象とした出前講座等に

おいて，「マイ・タイムライ

ン」の作成に関する講話を

実施する。 

 

○ 気象状況の変動や災害の

発生が予想される場合など

において，事前に町職員に

対し情報を提供するととも

に，備えを進めるよう促す。 

 

学 ぶ 

○ 自治会・自主防災組織，小・

中学校等を対象とした防災講

話，出前講座を実施する。 

 

 

 

○ 公民館等での教室や講座の機

会を活用し，防災講話・出前講

座を実施する。 

 

○ 自主防災組織単位での防災訓

練の実施を促進する。 

 

○ 住民，企業，防災関係機関等

の参加による総合防災訓練を実

施する。 

 

○ 地域防災力の向上を目指し，

自主防災組織の新規結成や既存

団体の活性化を促進するため，

自主防災リーダー育成事業の継

続的な実施と内容の充実を図

る。 

○ 職員を対象とした訓練・

講話を実施し，防災・減災

に関する意識の醸成及び災

害発生時における対応力の

強化に努めた。 

 

○ 自治会・自主防災組織，

小・中学校等を対象とした

防災講話，出前講座を実施

した。 

 

○ 住民を対象とした防災講

話（自主防災リーダー養成

研修等）において，外部か

ら講師を招聘する等，実施

内容の充実を図った。 

 

○ 地域防災力の向上を目標

とし，自主防災組織の編

成・強化，自主防災リーダ

ー育成事業の継続的な実施

と内容の充実を図った。 

○ 自治会・自主防災組織，

小・中学校等を対象とした

防災講話，出前講座を実施

する。 

 

 

○ 公民館等での教室や講座

の機会を活用し，防災講

話・出前講座を実施する。 

 

○ 自主防災組織単位での防

災訓練の実施を促進する。 

 

○ 住民，企業，防災関係機

関等の参加による総合防災

訓練を実施する。 

 

○ 地域防災力の向上を目指

し，自主防災組織の新規結

成や既存団体の活性化を促

進するため，自主防災リー

ダー育成事業の継続的な実

施と内容の充実を図る。 
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行動目標 取組内容 令和３年度の取組状況 令和４年度の取組予定 

備える 

○ 出前講座等において，町が整

備する備蓄物資の紹介，消費期

限の到来が近づいた物資の提供

等を行い，各家庭における備え

の参考としていただく。 

 

○ 県が実施する「備えるフェア」

等の事業を周知し，防災・減災

の備えをより身近なこととして

捉える意識付けを行う。 

 

○ 各家庭において実践すべ

き平素からの備えについ

て，町主催行事や各自治

会・自主防災組織を対象と

した出前講座等の機会を活

用し，周知・啓発を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 民間企業等との協定締結

を推進し，災害時における

緊急避難場所の確保や物資

等，防災・減災体制の強化

を図った 

○ 出前講座等において，町

が整備する備蓄物資の紹

介，消費期限の到来が近づ

いた物資の提供等を行い，

各家庭における備えの参考

としていただく。 

 

○ 県が実施する「備えるフ

ェア」等の事業を周知し，

防災・減災の備えをより身

近なこととして捉える意識

付けを行う。 

 

○ 民間企業等との協定締結

の推進等を含め，災害発生

時において適切かつ迅速な

対応が実施できるよう準備

を進める。 

 

 

 

 

 

 

【熊野町】 

行動目標 取組内容 令和３年度の取組状況 令和４年度の取組予定 

知 る 

○ 広報誌，町ホームページを利

用した災害危険箇所の周知及び

出水期前の注意喚起を実施す

る。 

 

 

○ 新たに指定された浸水想定区

域を掲載したハザードマップを

作成する。 

 

 

 

 

○ 土砂災害防止月間に災害リス

ク等の周知を行う。 

 

 

 

○ 熊野町防災の日条例において

定められた防災週間に災害リス

ク等の周知を行う。 

 

○ 町広報及び町ホームペー

ジにおいて、避難情報の変

更や出水期前の注意喚起、

ペット同行避難の呼びかけ

等の広報を実施。 

 

○ 浸水想定区域及び土砂災

害警戒区域を掲載した冊子

タイプの防災ハザードマッ

プを作成し、町内全戸に配

付した。 

 

 

○ 土砂災害防止月間である

6 月に熊野町立図書館にお

いて、平成 30年 7月豪雨被

災パネル展示を実施。 

 

○ 防災週間期間中、町内３

施設において平成 30 年 7

月豪雨パネル展示及び復旧

箇所動画を放映。 

○ 広報誌，町ホームページ

を利用した災害危険箇所の

周知及び出水期前の注意喚

起を実施する。 

 

 

○ 転入者へ手続きの際にハ

ザードマップを配付し、町

内の危険箇所について周知

する。 

 

 

 

○ 土砂災害防止月間に災害

リスク等の周知を行う。 

 

 

 

○ 熊野町防災の日条例にお

いて定められた防災週間に

災害リスク等の周知を行

う。 
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行動目標 取組内容 令和３年度の取組状況 令和４年度の取組予定 

察知する 

○ 気象情報・避難情報の入手方

法について、引き続きＨＰ等で

周知を行う。 

 

  

 

○ 雨量計（ＰＯＴＥＫＡ）によ

る地域の雨量などの周知を行

う。 

 

 

○ 防災行政無線の更新に合わせ

て整備した防災アプリ、登録制

メール、自動電話サービス等を

町民に周知する。 

 

 

 

 

○ 熊野町の避難情報の発令や避

難所開設の状況等を閲覧するこ

とのできる町独自の防災ポータ

ルサイトについて周知する。 

 

○ 防災行政無線戸別受信機中継

局の設置 

 

 

○ 気象情報・避難情報の入

手方法について、町広報及

び町ホームページで周知す

るとともに、防災・減災ま

ちづくり会議において周

知。 

○ 町内３箇所に簡易雨量計

を設置。インターネットや

アプリから雨量情報等の入

手方法について周知。 

 

○ 防災アプリ、登録制メー

ル・ＦＡＸ等の各種防災情

報の入手方法について町広

報や町ＨＰ、熊野町障害福

祉サービスガイドブックに

より周知し、登録及びダウ

ンロードを推進。 

 

○ 熊野町防災ポータルサイ

トについて、町広報、町Ｈ

Ｐにより周知。 

 

 

○ 防災行政無線戸別受信機

の不感地域を解消するた

め、中継局を整備（令和 4

年 5月完了予定） 

○ 気象情報・避難情報の入 

手方法について、引き続き 

ＨＰ等で周知を行う。 

 

○ 防災行政無線戸別受信機

の普及について周知を行

う。 

 

○ 雨量計（ＰＯＴＥＫＡ） 

による地域の雨量の確認方 

法などの周知を行う。 

 

○ 防災行政無線の更新に合 

わせて整備した防災アプ 

リ、登録制メール、自動電 

話サービス等を町民に周知 

する。 

 

○ 熊野町の避難情報の発令

や避難所開設の状況等を閲

覧することのできる町独自

の防災ポータルサイトにつ

いて周知する。 

 

○ 防災行政無線戸別受信機 

中継局の設置（令和３年度 

繰越事業）。 

 

行動する 

○ 自主防災組織に対し、避難訓

練などの運営支援を行い、地域

の防災力を強化する。 

 

 

○ 要配慮者利用施設の避難確保

計画の作成 

 

 

 

 

○ 避難所運営マニュアルの作成 

○ 葵団地自主防災組織にお

いて、6月にオープンした

東防災交流センターまで徒

歩で移動し、避難経路と施

設内部を確認。 

○ 要配慮者利用施設に対

し、避難確保計画の早期作

成及び避難訓練の実施を依

頼。また、それぞれの所管

課に対し、計画作成の指導

及び支援の実施を依頼。 

○ 県のモデル事業に参加

し、東防災交流センターの

避難所運営マニュアル検討

会を開催。 

○ 自主防災組織に対し、避

難訓練などの運営支援を行

い、地域の防災力を強化す

る。 

 

○ 要配慮者利用施設の避難

確保計画の作成及び計画に

基づく避難訓練の実施に向

けた支援を行う。 

 

○ 令和３年度に作成した避

難所設置・運営マニュアル

検証のための避難訓練を実

施する。 

 

○ 避難所宿泊体験訓練を実

施する。 

学  ぶ 

○ 出前講座を実施し、住民の防

災への関心を高める。 

 

 

 

 

○ 中学生や民生委員、地域

のグループなどを対象に 6

月にオープンした東防災交

流センターにおいて、施設

見学や避難所設営訓練など

を実施。 

○ 出前講座を実施し、住民

の防災への関心を高める。 

 

○ 広島広域都市圏連携事業

として、広島市が実施する

防災士養成講座に参加し、
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行動目標 取組内容 令和３年度の取組状況 令和４年度の取組予定 

○ 住民の防災士養成講座への参

加を通じて、町内の防災リーダ

ーを増加させる。 

 

 

 

 

○ 防災・減災まちづくり会議の

開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 小学生を対象とした「子ども

防災講座」の開催 

○ 広島広域都市圏事業とし

て実施される防災士養成講

座への参加（７人）。当初予

定されていた令和４年２月

開催分については、５月に

延期された。 

 

○ 「自助・共助」をテーマ

に全６回の防災・減災まち

づくり会議を開催し、町民

約３０人に参加していただ

き、町と町民の協働による

災害に強いまちづくりを推

進するため、要配慮者の避

難支援に関する研修や、避

難所の設営・運営訓練など

を実施した。 

 

○ 町内の小学生約１５人を

対象に、３回シリーズで段

ボールベッドの作成などの

体験を交えた防災講座を開

催。講座を修了した児童を

「くまの子ども防災サポー

ター」として認定し、サポ

ーターバッジを贈呈。 

防災士資格取得を通じて、

町内の防災リーダーを増加

させる。 

 

 

 

 

○ 防災・減災まちづくり会

議の開催し、ワークショッ

プや訓練を通じ、町と町民

の協働による災害に強いま

ちづくりを推進する。 

 

○ 小学生を対象とした「子

ども防災講座」を開催し、

子ども防災サポーターを養

成する。 

 

○ 町内の小中学生を対象

に、防災あいおうえお作文

コンクールを開催し、熊野

町防災週間に庁舎等に掲示

し、町民の防災意識の醸成

を促す。 

備 え る 

○ 熊野西防災交流センター建設

工事 

 

 

 

 

 

○ 熊野中央防災交流センター建

設工事実施設計 

 

 

 

 

 

 

○ 自主防災組織の設立支援を行

い、地域の防災力を向上させる。 

 

 

 

 

 

 

○ 町の西部地域の防災拠点

施設として、くまの・みら

い交流館敷地内に新館を増

築し、備蓄倉庫やシャワー

室を有し、ペットの同行避

難に対応できる施設を建

設。 

 

○ 町の中央地域の防災拠点

施設として、熊野町民会館

を改修し、備蓄倉庫やシャ

ワー室、ペット同行避難に

対応する機能を有する中央

防災交流センターを整備す

るにあたり、実施設計業務

を委託。 

 

○ 自主防災組織の設立支援

に向け、自主防災組織のな

い地域において説明会を開

催。県と連携し、避難行動

計画づくりセミナーを開

催。 

○ 熊野中央防災交流センタ

ー改修工事を行い、防災拠

点施設として整備する。 

 

○ 自主防災組織の設立支援 

を行い、地域の防災力を向 

上させる。 

 

○ 自主防災組織の補助金に 

ついて周知し、積極的な活 

用を促す。 

 

 

 

○ 自治会に安全安心まちづ 

くり補助金について周知 

し、積極的な活用を促す。 

 

○ アレルギー対応などの備 

蓄物資の充実を図る。 
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行動目標 取組内容 令和３年度の取組状況 令和４年度の取組予定 

○ 自主防災組織の補助金につい

て周知し、積極的な活用を促す。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 自治会に安全安心まちづくり

補助金について周知し、積極的

な活用を促す。 

 

○ ゼンリン住宅地図ＬＧＷＡＮ

の導入 

 

 

 

 

 

 

○ 備蓄物資の充実を図る。 

○ 自主防災組織代表者に対

し、避難訓練や備蓄物資の

購入に活用可能な補助金の

積極的な活用を周知。１自

主防災組織から、備蓄倉庫

の購入に係る申請があり補

助金を交付した。 

 

 

○ 13 自治会から申請があ

り、ＡＥＤや備蓄物資の購

入に係る経費を補助。 

 

○ (株)ゼンリンが提供する

ゼンリン住宅地図ＬＧＷＡ

Ｎを活用し、平時の業務か

ら利用することができ、か

つ災害発生時に被災状況を

庁舎内で共有することが可

能なシステムを導入した。 

 

○ アレルギー対応の食糧

や、感染症対策用物資を購

入した。 

○ 令和３年度に熊野中学校

の防災学習から提案された

避難所で流す音楽作品募集

コンクールを開催する。 
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【坂町】〔資料１の再掲〕 

行動目標 取組内容 令和３年度の取組状況 令和４年度の取組予定 

知 る 

○ 「地震防災マップ」・「津波・

高潮ハザードマップ」、「土砂災

害ハザードマップ」の広報誌や

HP での周知、転入者等に配布し

啓発を実施 

 

○ 土砂災害警戒区域の確認方法

を広報誌や町ＨＰで周知 

 

○ VACAN のシステムを利用し、

避難施設の設備状況、災害時に

おける混雑状況等、情報提供の

実施 

 

○ 実施した。 ○ 「地震防災マップ」・「津

波・高潮ハザードマッ

プ」、「土砂災害ハザード

マップ」の広報誌や HPで

の周知、転入者等に配布

し啓発を実施 

 

○ 土砂災害警戒区域の確

認方法を広報誌や町ＨＰ

で周知 

 

○ 広島県防災入力システ

ムを利用し、避難施設の

設備状況、災害時におけ

る混雑状況等、情報提供

の実施 

察知する 

○ 防災行政無線により災害情報

を周知すると共に、町の自主避

難先の開設情報や高台等への駐

車場確保に関する情報を周知 

 

○ 町の登録制メールによる、災

害情報や避難所等の開設情報の

周知 

 

○ エリアメールによる、災害情

報の周知（NTTドコモ、KDDI、

ソフトバンク、楽天モバイル） 

 

○ 戸別受信機の無償貸与を実施

し、避難情報をより確実に伝達

するほか、難聴世帯に対しては

個別アンテナの設置 

○ 実施した。 

 

 

 

 

○ 防災行政無線により災

害情報を周知すると共

に、町の自主避難先の開

設情報や高台等への駐車

場確保に関する情報を周

知 

 

○ 町の登録制メールによ

る、災害情報や避難所等

の開設情報の周知 

 

○ エリアメールによる、

災害情報の周知（NTTドコ

モ、KDDI、ソフトバンク、

楽天モバイル） 

 

○ 戸別受信機の無償貸与

を実施し、避難情報をよ

り確実に伝達するほか、

難聴世帯に対しては個別

アンテナの設置 

 

○ 河川監視カメラの設置

及び映像公開情報の周知 
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行動目標 取組内容 令和３年度の取組状況 令和４年度の取組予定 

 

行動する 

○ 避難施設をいち早く開設する

体制を庁内で整備 

 

○ 避難準備・高齢者等避難開始

を発令する前であっても、災害

の危険性が考えられる場合、ま

た夜間になる前に自主避難所を

開設 

 

○ 消防団と協働し、町内全地域

の災害に対応可能な体制を整備 

 

○ 自主防災組織に対し「避難の

呼びかけ体制づくり」の支援を

実施 

○ 総合防災訓練を実施し、関係

機関との連携協力体制を確立す

るとともに、地域住民の防災意

識の高揚を図る 

○ 実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「総合防災訓練」は、令

和４年度に延期とした。 

 

○ 避難施設をいち早く開

設する体制を庁内で整備 

 

○ 避難準備・高齢者等避

難開始を発令する前であ

っても、災害の危険性が

考えられる場合、また夜

間になる前に自主避難所

を開設 

 

○ 消防団と協働し、町内

全地域の災害に対応可能

な体制を整備 

 

○ 消防団員への普通救命

講習の実施 

 

○ 自主防災組織に対し

「避難の呼びかけ体制づ

くり」の支援を実施 

 

○ 総合防災訓練を実施

し、関係機関との連携協

力体制を確立するととも

に、地域住民の防災意識

の高揚を図る 

学 ぶ 

○ 防災リーダー養成講座開催 

 

○ 自主防災組織養成講座開催 

 

○ 地域の自主的な防災講座の支

援 

 

○ 防災士養成講座受講者の募集 

 

○ 写真や映像を通じて災害や避

難について学べる施設を整備

し、災害の実態を後世に伝えて

いく 

○ 防災リーダー養成講座は

全６回中第４回まで実施

し、第５回、第６回を延期

した。 

 

 

 

 

 

○ 災害や避難について学べ

る施設は R4.3完成予定。 

○ 防災リーダー養成講座

開催 

 

○ 自主防災組織養成講座

開催 

 

○ 地域の自主的な防災講

座の支援 

 

○ 防災士養成講座受講者

の募集 

 

○ 写真や映像を通じて災

害や避難について学べる

施設を開設し、災害の実

態を後世に伝えていく 

備 え る 

○ 避難情報発令時に「非常持出

品の携行」について防災行政無

線等で周知 

 

○ 公共施設において非常持出品

を展示し、準備を提唱 

 

○ 町広報誌等において、備蓄の

呼びかけ 

○ 実施した。 ○ 避難情報発令時に「非

常持出品の携行」につい

て防災行政無線等で周知 

 

○ 公共施設において非常

持出品を展示し、準備を

提唱 

○ 町広報誌等において、

備蓄の呼びかけ 
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【安芸太田町】 

行動目標 取組内容 令和３年度の取組状況 令和４年度の取組予定 

知 る 

○ 県の土砂災害の警戒エリア等

の調査結果を反映するととも

に、重点ため池として指定され

た地域について浸水想定エリア

等の反映を行い、防災マップを

全戸に配布する。 

○ 令和３年度においても、

安芸太田町防災マップの更

新（新規浸水想定区域、重

点ため池の反映）を行い、

全戸に防災マップの配布を

行った。 

○ 防災マップへの県の 

土砂災害の警戒エリア等

の調査結果を反映すると

ともに、県管理河川の浸

水想定の反映を行い、全

戸への配布と町ホームペ

ージへの掲載を行う。 

察知する 

○ 台風や梅雨前線等の接近時に

継続して、防災行政無線で全戸

放送を行うとともに、令和 3 年

度から「防災アプリ」の運用を

開始し、気象情報や避難行動に

つながる情報の発信に取り組

む。 

○ 全戸に「戸別受信機」を

取替貸与するとともに、防

災行政無線のデジタル化に

併せ、「防災アプリ」、「電話

応 答 サ ー ビ ス 」 及 び

Twitter といった、情報伝

達手段の多様化による住民

への情報提供体制を実施

し、ホームページのリニュ

ーアルに併せ、災害時用に

画面切り替えを行うことで

より効果的な周知を図っ

た。 

○ 台風や梅雨前線等の接

近時に継続して、防災行

政無線で全戸放送を行う

とともに、「防災アプリ」

や Twitter 等の複数媒体

による気象情報や避難行

動につながる情報の発信

に取り組む。 

行動する 

○ 気象予報等をもとに、早めの

避難所開設や避難情報の発信に

より、住民の安全確保ができる

体制の整備に取り組む。 

○ 台風や大雨等が予見され

る場合には、早い段階で広

域避難所の開設や消防団へ

の待機指示等を行った。 

○ 気象予報等をもとに、

早めの避難所開設や避難

情報の発信により、住民

の安全確保ができる体制

の整備に取り組む。 

学 ぶ 

○ 広報物の配布や令和 3年度は

「太田川総合水防演習」に参加

し、防災知識の向上に努める。 

○ 広島県等から提供され

た、防災のチラシ等の配布

を行った。 

○ 広報物の配布や、自主

防災組織設立支援によ

る、防災知識の向上に努

める。 

備 え る 

○ 備蓄物資の定期更新を行う。

新型コロナウイルス等に対応し

た感染症対策の備蓄品の更新を

行う。 

○ 備蓄物資の在庫管理によ

り、定期的な更新を行うと

ともに、新型コロナウイル

ス等の感染症対策用備蓄品

の購入補充を行った。 

○ 備蓄物資の定期更新を

行う。新型コロナウイル

ス等に対応した感染症対

策の備蓄品の更新を行

う。 
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【北広島町】 

行動目標 取組内容 令和３年度の取組状況 令和４年度の取組予定 

知 る 

○ 土砂災害警戒区域や浸水想定

区域、ため池浸水想定区域等を

継続して住民に知らせる。 

○ 町のＨＰ、情報アプリや

広報誌等を通じて周知を行

った。 

○ 令和 3 年 8 月に町内で

発生した事例等を中心に

過去の災害を知って(思

い出して)もらい、発生し

たときの気象状況等を絡

めて広報を行う。 

察知する 

○ 広島県防災 Web の活用を促

す。 

 

 

○ テレビのデータ放送をチェッ

クする習慣をつけていただく。 

 

○ 広島県の防災メールと北広島

町の防災メールの登録促進。 

 

○ 行政情報配信アプリの活用促

進 

○ 情報取得手段について、

自分に合ったものをできる

だけ複数活用するよう呼び

かけしている。 

○ 今年度から運用開始した

行政情報配信アプリの登録

者数がメール登録者数を上

回っており、有効な情報配

信ツールとなっていると考

えられる。今後も普段から

情報配信し更なる登録者数

の増加を目指す。 

○ 防災に関するイベント等

で周知を行った。 

○ 情報取得方法の周知 

○ 町配信メールやアプリ

の利用登録促進 

行動する 

○ 「避難＝避難所にいくこと」

ではなく、安全な場所に移動す

ることの周知。［継続］ 

○ 自宅が安全な場所であれば、

自宅に留まるのも一つの身を守

る行動であることを伝える。［継

続］ 

○ 町が開設する避難所と自主防

災組織や地域で開設する避難所

の周知。［継続］ 

○ 継続的に周知をしている

が、浸透していない点も見

受けられるため継続してい

く。 

○ 町のＨＰ、情報アプリや

広報誌等を通じて周知を行

った。 

○ スマホで防災タイムラ

イン作成の周知 

○ 情報配信アプリの活用

支援 

学 ぶ 

○ 機会の提供を継続して実施す

るが、工夫を加え同じことをし

ないようにする。 

○ 従来の訓練等ではなく、気軽

に楽しめる災害対策のプログラ

ムを考案する。 

○ オンラインでの講習等を

実施した。 

○ 感染症の影響で困難であ

ったが、北広島町まちづく

りセンターの掲示板に備え

に関する展示を行った 

○ 出前講座の実施 

○ 地域づくりセンター等

での資料展示 

○ 防災講習の開催 

備 え る 

○ 備蓄品の準備や、連絡網の構

築等、事前に準備できることは

実施してもらう。 

 

○ 住民への呼びかけだけでな

く、私たち職員が「なすべきこ

と」の再認識。 

 

○ より柔軟な対応ができる環境

構築に取り組む。 

○ 出水期前に事前準備の呼

びかけをした。8 月の大雨

時の避難所では簡易テント

を持参されていたり準備を

されて避難された方が多く

いらっしゃったので、住民

の方々の意識は良い方向に

変わってきていると思う。 

○ 職員の対応については今

後も検証が必要。 

○ オンライン会議等がスム

ーズに行えるよう執務室の

環境を整えた。今後も必要

に応じて改善していく。 

○ 各家庭における備蓄の

呼びかけ 

○ 防災拠点の充実化を図

る 

○ ペット避難の対策に取

り組む 
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【大崎上島町】 

行動目標 取組内容 令和３年度の取組状況 令和４年度の取組予定 

知 る 

○ 津波ハザードマップを更新し

全戸配布する。 

 

○ 作成は完了しているが、

WEB 版ハザードマップとの

統合作業を業者が実施中で

あり、配布には至っていな

い。 

○ 広島県自主防災アドバ

イザー制度を活用した自

主防災組織及び自主防災

組織未設立の自治会への

研修実施 

 

 

察知する 
  ○ 大崎上島町防災情報メ

ールの登録促進 

行動する 

○ 災害時対策本部の情報伝達訓

練実施 

・土砂災害図上訓練を実施し、

情報伝達業務の向上を図る。 

○ 県や非常通信協議会が行

う情報伝達訓練に参加し

た。 

○ 災害時情報伝達訓練実 

 施 

学 ぶ 

○ 自主防災組織育成研修会実施 

・自主防災組織の訓練等の開

催を支援し、多くの組織で

訓練実施が可能となるよう

取り組む。 

○ １件実施予定。 ○広島県避難の呼びかけ体

制構築事業の実施 

・自主防災組織を支援し、

防災の基礎知識の修得

及び訓練の実施を目指

す。 

備 え る 

○ 備蓄計画に基づく備蓄品等整 

 備 

 

○ 自主防災組織の新規立ち上げ 

・自主防災組織が未設置の地

区に対して，新規立ち上げ

を依頼する。 

 

○ 令和３年度の備蓄品は整

備中（納品待ち） 

 

○ ２地区設置した。 

○ 備蓄計画に基づく備蓄

品等整備 

 

○ 自主防災組織の新規立

ち上げ 

・自主防災組織が未設置

の地区に対して，新規

立ち上げを依頼し、設

立に向けた支援を行

う。 
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【世羅町】 

行動目標 取組内容 令和３年度の取組状況 令和４年度の取組予定 

知 る 

○ チラシ，広報誌，ホームペー

ジ，防災教室，出前講座等、あ

らゆる機会を通じての災害危険

箇所および警戒レベル、避難

所・避難経路確認の必要性を周

知 

○ 広報紙６月号配布に合わ

せ、避難情報変更のチラシ

を全戸配布 

○ ホームページで避難情報

変更を広報 

○ 防災教室、出前講座、訓

練支援等を町内で 15 回開

催 

○ 土砂災害警戒区域、浸

水想定区域などの災害リ

スクや 

 避難所や避難経路の事前

確認の重要性について、

広報誌 

 ホームページ、防災教室

等を通じて周知を図る。 

○ 防災気象情報、警戒レ

ベル、避難情報の内容や

確認方 法について、防

災教室等を通じて周知を

図る。 

察知する 

○ 出前講座や地域の会合等で，

災害発生の前兆現象，発生時の

対応，災害情報や気象情報，避

難情報、警戒レベルの入手方法

（行政防災無線・防災メール・

エリアメール等）を周知 

○ 防災教室、出前講座、訓

練支援等を町内で 15回開

催 

 

○ 広島県防災情報メール

の紹介や登録の促進を図

る。 

○ 広島県防災 WEBや気象

庁、その他防災アプリ等

の利 用方法の周知や、

有効利用の促進を図る。 

行動する 

○ 出前講座などのあらゆる機会

を通じて避難情報入手方法の周

知に努めに，早めの避難の重要

性を啓発 

 

○ 消防団や民生委員などの他の

地域団体との連携を強化 

○ 防災教室、出前講座、訓

練支援等を町内で 15回開

催 

 

 

○ 消防、消防団と連携した

防災研修会を３回実施 

○ 児童民生委員を対象とし 

た防災研修会を開催 

○ 避難所マニュアルの作

成、更新を通じ、自主防

災組織や地域住民自治組

織等と避難所開設運営訓

練等を行い、早期避難体

制の充実を図る。 

○ 自主防災組織等の避難

訓練等の実施への支援や

助言  

 を行う。 

○ 訓練等を通じ、消防団、

民生委員など防災関連機

関・団体との連携を強化

する。 

学 ぶ 

○ 町民向けの防災講習会・訓練

の実施 

 

○ 自主防災組織や住民自治組織

を対象とした防災講座を実施 

 

○ 地域の防災リーダー，防災士

の育成 

（福山市が開催している福山防

災大学に世羅町から参加予定） 

 

○ ひろしまマイタイムラインの

活用 

○ 町内指定避難所の「避難

所マニュアル作成事業」を

県健康危機管理課の支援

を受けて実施（合計４回） 

○ 広島県自主防災アドバイ

ザーの派遣を受け、防災研

修会を実施 

○ 福山防災大学防災士養成

講座開催中止 

 

 

○ ひろしまマイタイムライ

ンの周知、作成指導を実施 

○ 自主防災組織、地域住 

民を対象とした防災講習 

会・訓練の実施、活動支 

援を行う。 

○ 地域の防災リーダー、

防災士の育成（福山防災

大学防災士養成講座等） 

○ ひろしまマイタイムラ

イン等タイムラインの

普及啓発を行う。 

 



－ 41 － 

行動目標 取組内容 令和３年度の取組状況 令和４年度の取組予定 

備 え る 

○ 防災センターの備蓄品の整備 

 

○ 指定避難所資機材の充実 

 

○ 各関係機関と連携して，講習

会などで非常持出品の展示など

による啓発活動を実施 

○ 紙おむつ等を更新購入 

○ 液体ミルクの導入 

○ アルミマット、マジック

ライス、飲料水等の追加整

備を実施 

○ 指定避難所へのアルミマ

ット、毛布等の分 散備蓄

を実施 

○ ローリングストック等の

啓発、非常持出品リストや

物品紹介等を実施 

○ 防災教室、出前講座合計 

５回実施 

○ 世羅町防災センターの

備蓄品の更新整備 

○ 指定避難所の防災資機

材の充実 

○ 防災関連団体・機関と

連携して、非常持出品の

展示、ローリングストッ

ク等の啓発を個人・地域

（自助、共助の備えの必

要性等）に対して実施す

る。 
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【神石高原町】 

行動目標 取組内容 令和３年度の取組状況 令和４年度の取組予定 

知 る 

○ 自主防災組織連絡協議会の防

災研修会の開催 

 

○ 防災情報入手手段の周知 

（住民向けメール配信システム 

導入済） 

○ 新型コロナウイルス感染

症拡大のため中止 

 

○ 防災情報入手手段の周知 

（住民向けメール配信シス

テム導入済） 

○ 防災研修会の開催 

 

○ 防災情報入手方法の周

知 

（防災メール，防災アプ

リ，WEBサイト） 

察知する 

○ 避難勧告等判断マニュアルの

改正 

○ 避難勧告等判断マニュア

ルの改正 

 

○ 防災情報の周知（自主防災組

織会長へ説明） 

○ 防災情報の周知（自主防

災組織会長へ説明 

○ 防災情報の周知（自主

防災組織） 

行動する 

○ 避難行動要支援者名簿等を活 

用した避難訓練（自主防災組織 

に働きかけ） 

 

○ 自主防災組織連絡協議会によ 

る図上訓練 

○ 未実施 

 

 

 

○ 未実施 

○ 自主防災組織による各

種訓練の推進 

 

学 ぶ 
○ 自主防災組織連絡協議会によ

る防災研修 

○ 新型コロナウイルス感染

症拡大のため中止 

○ 防災研修の開催 

備える 

○ 自主防災組織への働きかけ 

 

 

○ 防災リーダーの養成（防災士

取得等） 

 

○ 防災研修会等での非常持出品

の周知・啓発 

 

○ 自主防災組織で備蓄物資管理 

○ 自主防災組織への働きか 

 け 

 

○ 新型コロナウイルス感染

症拡大のため中止 

 

○ 新型コロナウイルス感染

症拡大のため中止 

 

○ 自主防災組織で備蓄物資

管理 

 

 

○ 自主防災組織への働き

かけ 

 

○ 防災リーダーの養成

（防災士取得等） 

 

○ 防災研修会等での非常

持出品の周知・啓発 

 

○ 自主防災組織で備蓄物

資管理 

 


